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神奈川県では「生まれてきてよかった」、「生み育ててよかった」

と実感できる神奈川を目指して、子ども・子育て支援の推進

に取り組んでいます。

平成 22 年度より、この取組みの一環として、子育ての楽しさ、

充実感を改めて感じてほしいとの思いで、『かながわで広めよ

う★ハッピーな子育て』を合言葉に、「かながわ子育てポジティ

ブキャンペーン」を実施しました。

妊娠中から未就学児までのお子さんを子育て中のママ・パパ

を、毎週木曜日に配信するメールで応援！

みんなの投稿コーナーやリレー日記、イベント情報など掲

載しました。携帯電話で参加できるので、育児に忙しいママ・

パパにぴったり。また、毎月1日には、出産予定月やお子

さんの月齢に応じたメッセージをお届けしました。

主催：神奈川県・次世代育成課

企画運営：NPO 法人シャーロックホームズ

県内イベントの紹介やレポート、メルマガと連動した投稿

コーナー、読むと元気になる県内で活躍する様々な方々に

よるリレートークを紹介しました。

また、神奈川県初のTwitterの運用もしました。

県内各地で子育て支援に取り組む団体等と一緒に親子で楽

しめるイベントを開催しました。

メールマガジン「かながわ子育てHappy ★め～る」

コミュニティサイト「かながわ子育てHappy ★サイト」

キャンペーンイベント

かながわ子育てポジティブキャンペーン・メッセージ

楽がきっずコンクール大賞発表

特集　かながわ子育て
     Happy ★ガイド

リレートーク「わたしと子育て」

子どもと一緒に　「いざ」に備えよう

わが家の防災力シートを作ろう！

川崎・横浜エリア
県央・県北エリア
横須賀・三浦エリア
湘南エリア
足柄上・西湘エリア

備えのススメ
まちさんぽのススメ

アーティスト　ロコ サトシさん

葉山っ子すくすくパラダイス　野北康子さん

産婦人科専門医　早乙女智子さん

関東学院大学人間環境学部人間発達学科教授　土谷みち子さん

川崎市子ども夢パーク・プレーリーダー　川合麻沙美さん ＆ 嶋村仁志さん

絵本作家　和歌山静子さん

みなみ・おもちゃ病院代表　三上峰代さん

アロマセラピスト　大橋マキさん
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: 主要駅

: スポット

近代美術館 葉山

披露山公園

湘南台文化センター
こども館

大山

箱根海賊船＆
ロープーウェイ

箱根　彫刻の森美術館

生命の星・地球博物館

小田原城址公園

足柄森林公園丸太の森

西平畑公園 花菜ガーデン花菜ガーデン

茅ヶ崎里山公園

川崎市子ども夢パーク川崎市子ども夢パーク

電車とバスの博物館

相模川ふれあい科学館

泉の森

ひまわりまつり

ぼうさいの丘公園

あいかわ公園

海老名運動公園

うみかぜ公園

あーすぷらざ

湘南モノレール

江ノ電新江ノ島水族館

こどもログハウスこどもログハウス

夢見ヶ崎動物公園

すかなごっそ

ソレイユの丘

こどもの国
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かながわ子育て
Happy★ガイド

川崎・横浜エリア

横須賀・三浦エリア

湘南エリア

県央・県北エリア

足柄上・西湘エリア

活気があって、交通アクセス抜群の人気エリ
アはさらに進化中！
どこもかしこも人だらけ・・と思いきや、意外
と気づかないところに自然が広がり、子ども
の遊ぶ場所も充実！

海と山に囲まれて、おいし～い空気と豊かな
自然がたくさんある横須賀・三浦。
四季折々の花々や、絶景、時に素敵な芸術
に触れながら、親子で楽しく遊べる場所です。相模湾の海の生き物とのふれあい・大山プチ

ハイキング・農業体験などを通して、湘南の
魅力を体感・実感できるスポットがたくさん。
何度行っても発見があるはず！

自然豊かな広い公園や親子で遊べるスポッ
トが多いエリア。特にあいかわ公園とぼうさ
いの丘公園にあるふわふわドームはおススメ
です。子どもだけではなく、パパやママも子
どもと一緒に楽しんでみませんか。

箱根や小田原など、歴史ある観光スポットの
ほか、海や山などありのままの自然がすぐそ
こに！のんびりゆったり、季節の移り変わりを
楽しんだり、旬の美味しいものを堪能するの
もよし♪
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こどもの国

神奈川県立
地球市民
かながわプラザ

（あーすぷらざ）

川崎市夢見ヶ崎
動物公園

洋光台駅前公園
こどもログハウス

（おもしろハウス）

電車とバスの
博物館

「ここは横浜なの？！」と思うくらい
広大な敷地。広いだけじゃなくて
施設の充実度にも驚きます。アスレ
チックや幼児用遊具、という大きな
遊具やドラム缶いかだ、ミニ SL も
あればスケート場やプールも。そし
てなんと牧場まであるんです。ここ
はまさに「こどもの国」。家族みん
なで楽しめること間違いなし！

駅近くにある個性的な建物。ここは
世界の異文化を学ぶ施設です。こ
どもファンタジー展示室は体や五感
を使って遊べる展示物がたくさん。
他にも小さな子どもでも興味が持て
るような工夫がされていて、親子で
多文化共生社会について考えるとて
もよい機会になります。

無料とは思えないほど様々な動物
がいます。自然たっぷりの中、動物
を見ながらお散歩。一番奥にある
富士見デッキからはふもとの街を一
望でき、また、ここには遊具も充実
しているので飽きることなく楽しめ
ます。お弁当持参がお勧め！

横浜市 18 区に 1 か所ずつ整備され
ているログハウスのうちの１つ。大
きならせん状の滑り台が目を引く室
内は遊具などを備えた思いっきり
遊べるコーナーと本がたくさんある
静かなコーナーがあります。乳幼児
は午前中がオススメ。子育て支援
者による子育て相談（毎週木曜日）
やイベントも開催しています。HP
でチェックしてからおでかけを！

東急線の旧型車両や電車・バスの運
転および飛行機の操縦体験シミュ
レーターなどの展示や、パノラマ模
型運転コーナーなど、大人からこど
もまで楽しめる博物館。駅から直
結の屋根付きスロープがあるので雨
の日やベビーカーでも安心。

自然の遊び場

世界の異文化に出会う

高台にある動物園

雨でも思いっきり遊べる乗り物好きにはたまらない！

住所 ● 横浜市青葉区奈良町 700
電話 ● 045-961-2111
サイト ● www.kodomonokuni.org
交通 ● こどもの国線「こどもの国」駅
下車徒歩 2 分
駐車場 ● 1 日 900 円
料金 ● 大人・高校生 600 円、小・中学生
200 円、幼児 100 円、0 ～ 2 歳無料
営業 ● 9:30 ～ 16:30（7･8 月は 17:00）
休園日：毎週水曜日（祝日の場合開園）
12/31、1/1 

住所 ● 横浜市栄区小菅ケ谷 1-2-1
電話 ● 045-896-2121
サイト ● http://earthplaza.jp
交通 ● JR 根岸線本郷台駅改札出て左
すぐ
駐車場 ●  20 分につき 100 円　4 時
間を超え当日中 24 時までは最大料金
1,200 円
料金 ● 常設展示室のみ有料。大人 450
円 　小・中学生 100 円 　高校生・学生・
65 歳以上の方 300 円　小学生未満無料
営業 ● 常設展示室 9:00 ～ 17:00
休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場
合は開館）年末年始（（12/29 ～ 1/3）

住所 ● 川崎市幸区南加瀬１－２－１
電話 ● 044-588-4030
交通 ● JR 南武線鹿島田駅徒歩 20 分
・JR 横須賀線・湘南新宿ライン新川崎駅
徒歩 15 分・JR 川崎駅西口しあわせひろば
よりバスあり。夢見ヶ崎動物公園前下車。
駐車場 ● あり・無料 * 台数が少ないので
なるべく公共交通機関をご利用ください。
料金 ● 無料
営業 ● 9:00 ～ 16:00 年中無休

住所 ● 横浜市磯子区洋光台 5-2
電話 ● 045-833-1569
サイト ● www.isogo-sk.com/house
交通 ● ＪＲ洋光台駅徒歩３分（横浜こ
ども科学館となり）
駐車場 ● なし　料金 ● 無料
営業 ● ９:00 ～ 17:00 休館日：年末年始

（12/29 ～ 1/3）施設定期清掃・点検日（毎
月第３月曜日）　但し、祝日と重なる場
合は翌日

住所 ● 川崎市宮前区宮崎 2-10-12
電話 ● 044-861-6787
サイト ● www.tokyu.co.jp
交通 ● 田園都市線宮崎台駅下車徒歩すぐ
駐車場 ● なし
料金 ● 大人 100 円　小・中学生 50 円　
6 歳未満無料
営業 ● 平日・土曜日 10:00 ～ 17:00　
日曜・祝日 9:30 ～ 17:00（入館は 16:10
まで）

＊ベビーカー貸出あり (1 回 300 円、うち
100 円は保証料で返却時に返金 )

＊おむつ替え・授乳室は事務所内のため
平日 8：30 ～ 17:00 のみ利用可能＊ベビーカー貸出あり

川崎市子ども
夢パーク
川崎市子どもの権利に関する条例
のもとに作られた施設。子どもが
遊びや遊び場を自分でつくるプレー
パークの他、「ゆるり」や「ごろり」
といった屋内施設もあります。遊び
ながらいろいろなことを経験し、学
ぶことができる魅力的な子どもの居
場所です。

左から、谷口舞さん・萌愛ちゃん（2 歳
3 か月）、鍛晶美さん・実佑ちゃん（1 歳
9 か月）、杉田直子さん・耀佑くん（1 歳
10 か月）の 3 組が参加。パパも一緒に
取材に行きました。

自分の責任で自由に遊ぶ場
住所 ● 川崎市高津区下作延 5- 30-1
電話 ● 044-811-2001
サイト ● www.yumepark.net
交通 ● JR 南武線津田山駅徒歩 5 分
駐車場 ● なし
料金 ● 無料
営業 ● 9:00 ～ 21:00
休館日：毎月第 3 火曜日、年末年始 (12/28
～ 1/4）

＊駐車場はすべて普通車の場合の情報を掲載しています。
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神奈川県立
あいかわ公園

海老名運動公園

ひまわりまつり・
ひまわりフェスタ

相模川ふれあい
科学館

泉の森

とても広く1日遊べる。ふわふわドー
ムや山の斜面を活かした巨大なア
スレチックがあり子どもは大満足。
ロードトレインが園内を走り、宮ヶ
瀬ダム直下へ行くことができます。

体育館・屋内プール・野球場などが完
備された運動公園。敷地内にはボー
ル遊びに適した芝生広場やピクニッ
ク向けの疎林広場などさまざまな
広場があります。特にターザンロー
プやローラー滑り台などの遊具があ
る冒険広場はおすすめ。時々公園
内をポニーが散歩することも。

座間市といえばひまわり！毎年 7 月
下旬から 8 月下旬にかけて、市内
数カ所で約 55 万本のヒマワリが咲
き誇ります。ひまわり広場で開催さ
れる「ひまわりまつり」や、ひまわ
りグルメ選手権などひまわりをテー
マにした催し「ひまわりフェスタ」
が開催されます。

ここはまさに「川の水族館」。相模
川の上流から河口に至るまでの様
子を全長 40 メートルの水槽で見る
ことができます。季節に合わせた生
きものの特別展示やイベントもあり
ます。小さい子でも飽きずに回れる
適度な広さです。屋外には水車や
アルキメデスのポンプなどもあり、
相模川まで散歩も楽しめます。

ザリガニ釣りやどんぐり拾い、野鳥
観察など、大自然の中で様々な体
験ができます。デイキャンプ場もあ
り（要予約）。大和市自然観察セン
ター・しらかしの家にはキッズコー
ナーがあります。野鳥の大きさや重
さがわかるように本物そっくりのぬ
いぐるみがたくさん置いてあります。

たっぷり遊ぼう！

小さい子でも楽しめる
運動公園

55 万本のひまわり

相模川を大切にする心を育む

自然とふれあう

住所 ● 愛甲郡愛川町半原 5423
電話 ● 046-281-3646
サイト ● www.aikawa-park.jp
交通 ● ・小田急本厚木駅神奈川中央交
通バス「センター経由半原」行き「愛川
大橋」下車（約 60 分）→バス停から徒
歩 20 分・東名高速厚木 I.C より国道 129
号（国道 246 号）「市立病院前」交差点
左折→国道 412 号「清正光入口バス停」
交差点左折→あいかわ公園（約 40 分）
駐車場 ● あり。4 月～ 11 月の土日祝日
及び GW・夏休み期間は有料。料金など
はお問い合わせください。
営業 ● 4 月～ 9 月 8:30 ～ 18:00 10 月
～翌 3 月 8:30 ～ 17:00 休園日：毎週水
曜日 ( 祝日の場合開園 ) 年末年始（12/29
～ 1/3)

住所 ● 海老名市社家 4032-1
電話 ● 046-235-7204( 総合体育館 )
サイト ● http://ebispo.jp
交通 ●小田急線・相模線厚木駅から徒
歩 15 分
駐車場 ● あり・無料

電話 ● 座間市観光協会 046-205-6515
サイト ● www.zama-kankou.jp
期間 ● ひまわりまつり　7 月下旬～ 8
月下旬　ひまわりフェスタ　10 月中旬

住所 ● 相模原市中央区水郷田名 1-5-1
電話 ● 042-762-2110
サイト ● www.sagamigawa-fureai.jp
交通 ● ・JR 横浜線淵野辺駅南口より水
郷田名行バスで「水郷田名」下車又は半
原行バスで「高田橋入口」下車
・相模原駅より水郷田名行バスで「水郷
田名」下車・橋本駅南口より水郷田名行
バスで「水郷田名」下車
駐車場 ● あり・無料　
料金 ● 大人 300 円　小人（小・中学生）
100 円　幼児（小学校就学前）無料
営業 ● 9:30 ～ 16:30　休館日：毎週月曜
日（月曜日が祝日の場合はその翌日 )　
※他、例外あり

住所 ● 大和市上草柳 1728
電話 ● 046-264-6633（自然観察セン
ター）
サイト ● www.yamato-zaidan.or.jp/
izumi
交通 ● 相鉄線相模大塚駅より徒歩15 分
駐車場 ● 第 1・2 駐車場、キャンプ場駐
車場、臨時駐車場あり　無料
営業 ● 自然観察センター 9:00 ～ 17:00
　休館日：月曜日（月曜日が祝日または
振替休日の場合はその翌日）12/29 ～
1/3（年末年始）

＊授乳室はセンター施設にあり

＊和室を授乳室として利用可

ぼうさいの丘公園

公園の斜面を利用した「ローラー滑
り台」が 3 台、小さい子も遊べる「遊
びの丘」、夏には水遊びができる「遊
びの池」など 1 日いても飽きないく
らい充実した公園。中でも人気な
のは「ふわふわドーム」。また公園
の名前のとおり、耐震性貯水槽や
備蓄倉庫、非常用トイレなど、災害
時に対応できる施設や設備が充実
している心強い公園です。

かながわ子育て情報局（海老名市・写真上）と子育て
グループのアクティヴ通信班 [ アクティヴ・ママ]（座間市・
写真下）の二つのグループが協力して取材しました。

厚木市の防災公園

住所 ● 厚木市温水 783-1
電話 ● 046-270-1035
サイト ● www.city.atsugi.kanagawa.
jp/facilities/sports/park/d013257.html
交通 ● 小田急線本厚木駅南口より 14
番乗場東京農業大学行きバス、「東京農
業大学」下車徒歩 1 分　他
駐車場 ● あり・無料

9 8＊駐車場はすべて普通車の場合の情報を掲載しています。
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＊パークセンターにベビーカーの貸出あり



左から、林知子さん・美玖ちゃん（３歳）と平林里穂さ
ん・花菜ちゃん（９か月）の 2 組が参加。おばあちゃん
や子育て支援団体「葉山っ子すくすくパラダイス」も
取材に協力しました。
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ソレイユの丘

披露山公園

うみかぜ公園

江ノ電＆
湘南モノレール

農産物直売所
「すかなごっそ」

晴れている日には富士山も見える景
色最高の広い敷地の中にはアスレ
チックやゴーカート、芝そりゲレン
デなどのアトラクション、動物とふ
れあったり、収穫体験ができるコー
ナーもあり一日中たっぷり遊べま
す！じゃぶじゃぶ池は夏の水遊び場
として人気。小さな子ども連れでも
安心して遊べるような工夫・配慮が
至る所にされています。

高台にある公園。逗子マリーナ・葉
山マリーナを眼下に江ノ島・富士山
を一望できます。また、サルや孔雀、
小動物などのミニ動物園や遊具も
あり、小さい子どもでも楽しく遊べ
ます。

海沿いなので潮風が気持よく景色
が最高！ポップな色使いがかわい
い遊具広場、夏は水遊び場として
人気の水の丘、バスケットコートな
どがあるスポーツ広場、水生物を
観察できる親水護岸（採取は厳禁）
など、園内は目的ごとにエリア分け
されていて、小さい子でも安心して
遊ばせることができます。BBQ 設
備も完備。

このエリアには大船駅から湘南江の
島駅まで空中散歩をしている気分
の湘南モノレールと、鎌倉から藤沢
まで民家すれすれに走ったり、海の
眺めが最高の江ノ島電鉄（通称江ノ
電）があります。旅情たっぷりの電
車・モノレールで小旅行はいかがで
すか？

ソレイユの丘の帰りにぜひ寄りたい
農産物直売所。地元でとれた新鮮
な野菜がたくさん並んでいます。つ
め放題や、試食販売、季節ごとの
イベントも行っているので立ち寄
る際は是非 HP でチェックしてから
行ってみてください。

きれいな施設で自然を満喫

眺めが最高！

海風が心地よい

住所 ● 横須賀市長井 4 丁目地内
電話 ● 046-857-2500
サイト ● www.yokosuka-soleil.jp/
交通 ● 京浜急行線三崎口駅より京急バス

「ソレイユの丘」行にて約 15 分。または「荒
崎」行にて「漆山」下車、徒歩 10 分
駐車場 ● 1 日 1,000 円
料金 ● 無料
営業 ● 年中無休　3 ～ 11 月 9:00 ～
18:00　12 ～ 2 月 9:30 ～ 17:00

住所 ● 逗子市新宿 5-1851
電話 ● 046-873-1111（逗子市役所代表
番号）
サイト ● www.city.zushi.kanagawa.jp/
syokan/ryokusei/kouenn/02hiroyama.
html
交通 ● JR 逗子駅よりバス小坪経由「鎌
倉」行「披露山入口」下車徒歩約 15 分
駐車場 ● あり・無料＊ 8:30 ～ 16:30 の
み利用可能
営業 ● レストハウスが土日祝の 11:00 ～
16:00 に営業しています。（雨天時・平日
は休業）

住所 ● 横須賀市平成町 3-23
電話 ● 046-826-2899
サイト ● www.city.yokosuka.kanagawa.
jp/6610/sisetu/fc00000441.html
交通 ● 京浜急行線県立大学駅より徒歩
15 分
駐車場 ● [7:00 ～ 22:00]1 時間まで 300
円、以後 30 分毎に 150 円加算。1 日に
つき上限 600 円。[22:00 ～ 7:00]1 時間
につき 100 円

電話 ● 湘南モノレール 0467-45-3181
江ノ島電鉄 0466-24-2713
サイト ● 湘南モノレール http://www.
shonan-monorail.co.jp　江ノ島電鉄
http://www.enoden.co.jp/train

住所 ● 横須賀市長井 1-15-15
電話 ● 046-856-8314
サイト ● www.jakanagawa.gr.jp/
kn5128/sucanagosso
駐車場 ● あり・無料
営業 ● 9：30 ～18：00　定休日：水曜日（祝
日の場合は営業）

ベビーカーの貸出あり・有料（B 型 200 円 / 日）

＊ベビーカーの貸出あり・無料

神奈川県立近代
美術館 葉山
バリアフリー設計なのでベビーカー
でも入場でき、展示室は子どもが
飽きない調度よい広さです。屋外に
は水飲み場の作品など遊び心があ
り、散策路や海を望むレストランで
くつろげます。地下 1 階の美術図書
室（無料）には子ども向け美術書や
絵本も。授乳室やおむつ替えシート
も完備。まだ子どもが小さいから・・・
と諦めていた方、葉山で美術館デ
ビューしてみませんか？

子連れに配慮された美術館

住所 ● 三浦郡葉山町一色 2208-1
電話 ● 046-875-2800
サイト ● www.moma.pref.kanagawa.jp
交通 ● ・JR 横須賀線逗子駅前（3 番のり
ば）より京浜急行バス海岸回り（逗 11、
12 系統）葉山一色行、「三ヶ丘・神奈川
県立近代美術館前」下車。
・京浜急行新逗子駅前（南口 2 番のりば）
より京浜急行バス海岸回り（逗 11、12
系統）葉山一色行、「三ヶ丘・神奈川県立
近代美術館前」下車。
駐車場 ● 1 時間 400 円～（季節により
異なる）展覧会観覧、レストラン・ショッ
プ 2,000 円以上利用で各 1 時間無料（最
大 2 時間無料）
料金 ● 展覧内容による。中学生以下・
障害者の方は無料
営業 ● 9:30 ～ 17:00（入場は 16:30 まで )
休館日：月曜日［ただし祝日は開館］展
示替期間［ただしレストランは営業］ 年
末年始（12/29 ～ 1/3）

＊駐車場はすべて普通車の場合の情報を掲載しています。

横
須
賀
市
・
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倉
市
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市
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浦
市
・
葉
山
町
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新江ノ島水族館

神奈川県立
茅ヶ崎里山公園

藤沢市湘南台
文化センター
こども館

神奈川県立
花と緑の
ふれあいセンター 
花菜ガーデン

身近な海である相模湾のことがよく
分かり、この海を大切にしようと思
う気持ちを育てる展示の数々。水槽
の形状に工夫があるのでまるで海
の中に入って見ているようなものや
いろいろな角度から見えます。イル
カショーは圧巻。海沿いの屋外なの
で季節によっては上着があるといい
です。赤ちゃん設備充実。ベビーカー
でも無理なく回れます。

雲のトランポリン、ローラーすべり
台、複合遊具など子どもが思いっ
きり体を動かせる遊具がたくさん
あり、広場もあるのでボール遊び
も OK。定期的に自然観察会やクラ
フト教室なども開催されており、よ
り深く自然を知りたい人にはおス
スメ。園内の保全活動をしている 

「茅ヶ崎里山公園倶楽部」では子ど
もから大人まで自然を学ぶ活動をし
ています。

小さい子どもには木のおもちゃ、幼
児には滑り台や自分が虫になった
感覚で遊べる展示物や体を使って
遊びながら科学や自然を学べます。
宇宙劇場ではプラネタリウムや子ど
も向け番組を上映。ワークショップ
では工作体験ができます。年代に
よって楽しみ方が選べます。

新しく広くて手入れが行き届いてい
て気持ちがいいです。庭園はとても
おしゃれで家庭の庭づくり・園芸の
参考になりそう。当日受付 OK な体
験教室や事前申し込み制の花菜ス
クールなど教室が充実しています。
お出かけ前に HP でチェック！

知れば知るほど奥が深いね

自然を満喫

遊びの中に科学を

素敵な庭園に癒されます

住所 ● 藤沢市片瀬海岸 2-19-1
電話 ● 0466-29-9960
サイト ● www.enosui.com
交通 ● ・小田急江ノ島線片瀬江ノ島駅
下車徒歩 3 分
・湘南モノレール湘南江ノ島駅徒歩 10 分
駐車場 ● なし・近隣有料駐車場を利用
料金 ● 大人 2,000 円、 高校生 1,500 円、
中学生・小学生1,000 円   幼児 （3 歳以上）
600 円
営業 ● 12 月～ 2 月（※年末年始以外） 
10:00 ～ 17:00　3 月～ 11 月（※ GW、
夏期以外）9:00 ～ 17:00　年中無休（施
設点検等臨時休館あり）

住所 ● 茅ヶ崎市芹沢 1030
電話 ● 0467-50-6058
サイト ● www.kanagawa-park.or.jp/
satoyama
交通 ● ・JR 茅ヶ崎駅北口から茅 50 系
統小出二本松経由文教大学行きバス「芹
沢入口」下車・徒歩 5 分
・小田急・相鉄・横浜市営地下鉄湘南台駅
西口から、湘 17 系統文教大学行きバス

「芹沢入口」下車・徒歩 5 分
駐車場 ● 東駐車場（8:30 ～ 18:00）・西
駐車場（9:00 ～ 18:00）あり・土日祝日は
有料 1 回 300 円 *7 月下旬～ 8 月は、い
ずれの駐車場も 19:00 まで

住所 ● 藤沢市湘南台 1 丁目 8 番地
電話 ● 0466-45-1500
サイト ● www.kodomokan.fujisawa.
kanagawa.jp
交通 ● 小田急江ノ島線・相鉄いずみ野
線・横浜市営地下鉄線 ( ブルーライン )　
湘南台駅 G 出口から徒歩 5 分
駐車場 ● あり・30 分につき 100 円 (2 時
間までは無料 ) 
料金 ● 展示ホール こども ( 小・中学生 ) 
100 円 おとな ( 高校生以上 ) 300 円 ・宇
宙劇場　こども ( 小・中学生 ) 200 円　
おとな ( 高校生以上 ) 500 円
営業 ● 9:00 ～ 17:00　休館日：毎月曜日
( 祝日と重なった場合はその翌日。但し
夏期休業中は開館。)、 祝日の翌日、 年
末年始（12/28 ～ 1/4）

住所 ● 平塚市寺田縄 496-1
電話 ● 0463-73-6170
サイト ● www.kana-garden.com
交通 ● ・JR 平塚駅北口より神奈川中央
交通バス 8 番のりば秦野駅（北口）行き

「平塚養護学校前」下車後、徒歩 5 分
・小田急線秦野駅北口より神奈川中央交
通バス 1 番のりば平塚駅（北口）行き「平
塚養護学校前」下車後、徒歩 5 分
駐車場 ● 1 回 500 円　※年間パスポー
トをご利用の方は無料　※ショップ・レス
トランで合計 2,000 円以上利用で駐車
料金が無料
料金 ● 大人（20 歳～ 64 歳）500 円　
中人（学生・高校生・20 歳未満）300 円　
小人（小学生・中学生）200 円　シニア（65
歳以上）300 円　幼児（学齢に達しない
者）無料　年間パスポート2,000 円
営業 ● 3/1 ～ 10/31 9:00 ～ 17:00、11/1
～ 2/ 末 9:00 ～ 16:00
休園日 :12/31 ～ 1/4、1 月・2 月のメンテ
ナンス日（期間中 5 日間）

大山
こま参道を散策後、大山ケーブル
カーに乗って阿夫利神社を参拝。こ
こから見晴らし台に向けてのウォー
キングはちょっとスリリングな山道
なので登りきった時の達成感は格
別！4 歳の子どもと一緒に歩いて上
りは 1 時間くらいでした。自然の中
を夢中になって歩くのは爽快感が
あってとてもよい経験になりました。

茅ヶ崎市立松林公民館で活動する、育児
サークル「たんぽぽ」と「こっこ」の仲間
です。サークルを通して、親子で遊んだり、
情報交換できる仲間ができ、子育てが楽
しくなりました。今回の取材もみんなで楽
しく参加しました。

登山デビュー

住所 ● 伊勢原市大山 667（大山ケーブ
ルカー）
サイト ● 大山ケーブルカー www.
ooyama-cable.co.jp
阿夫利神社 www.afuri.or.jp
交通 ● ・小田急線「伊勢原駅」下車　
北口（改札口を出て右）バス 4 番線から
神奈川中央交通バス伊 10 系統「大山ケー
ブル」行き、終点「大山ケーブル」下車（約
30 分）・東名厚木インター・秦野中井イン
ターより国道 246 号経由で約 40 分
駐車場 ● 市営第 1 駐車場・第 2 駐車場
あり・1 日 600 円　＊駐車場からケーブ
ルカー乗り場まで徒歩 15 分
料金 ● ケーブルカー　往復　大人 850
円、こども 430 円

＊救護室を授乳室として利用可

か　 な

＊駐車場はすべて普通車の場合の情報を掲載しています。
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町
・
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磯
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・
二
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民族衣装で記念撮影

ギンナンやドングリ
のクラフト
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箱根海賊船＆
箱根ロープウェイ

小田原城址公園 神奈川県立
生命の星・
地球博物館

西平畑公園
こどもの館・ふる
さと鉄道

足柄森林公園
丸太の森

箱根と言えば芦ノ湖の海賊船とロー
プウェイ。四季折々の箱根の景色を
満喫できます。海賊船には追加料金
で利用できる「特別船室」があり小
さな子どもがいる場合はゆったりで
きてオススメ。ロープウェイの桃源
台駅には制服を着て記念撮影ができ
る顔出し撮影ボードがあります。

晴れの日には小田原城天守閣から
房総半島まで見えます。公園の奥
にあるこども遊園地では豆汽車・豆
自動車・メリーカップなどが楽しめ
ます。春は桜が見事です。

館内には一万点の標本が子どもの
興味を引くように工夫して展示され
ています。恐竜の化石は迫力満点！
一年を通して、様々な特別展示やイ
ベントを開催。

富士山や相模湾が見渡せる大パノ
ラマ。20 分かけて 1.1 キロを走る
ふるさと鉄道（大人 300 円・子ども
200 円）がおすすめ。子どもの館
では昔ながらの遊びを楽しめます。
その他、公園内には松田山ハーブ
ガーデン・自然館・遊歩道など、自然
にふれあうスポットがあります。

四季の変化が丸ごと感じられる森
林公園。散 策するだけで 森林浴、
リフレッシュできます。自然そのも
のの姿、季節の変化を発見しなが
ら子どもと一緒に歩きたい場所で
す。大きな子には「丸太のアスレチッ
ク」がおススメ。丸太の遊具が子
どもの挑戦心をくすぐります！

箱根へ小旅行

史跡の他、遊園地もある 地球・生命・自然を考える

関東の富士見百景

豊かな緑を堪能

電話 ● 箱根海賊船 0460-83-7722
箱根ロープウェイ 0465-32-2205       

（土・日・祝日 0460-84-2566）
サイト ● www.hakone-kankosen.co.jp
www.hakoneropeway.co.jp
駐車場 ● 各港・駅にあり
料金 ● 距離による。海賊船とロープウェ
イ 1 日乗り放題のお得なチケットもあり

（おとな 2,500 円、小学生 980 円）

住所 ● 小田原市城内地内
電話 ● 0465-23-1373
サイト ● www.city.odawara.kanagawa.
jp/kanko/Leisure/playing/Castle
交通 ● 小田原駅徒歩 10 分
駐車場 ● 周辺に有料駐車場あり 8:30
～ 16:30
料金 ● [ 天守閣 ] 一般 400 円、小中学
生 150 円 [ 遊園地 ] 豆汽車・豆自動車・メ
リーカップ各 80 円、自動遊器具 30 円
営業 ● [ 天守閣 ] 9:00 ～ 17:00（入館
は 16:30 まで）※ 6 ～ 8 月の土日・祝日は
18:00 まで（入館は 17:30 まで）休館日：
12 月第 2 水曜日、12/31・1/1 [ 遊園地 ] 9:00
～ 16:30 改札まで 休業日：12/31・1/1

住所 ● 小田原市入生田 499
電話 ● 0465-21-1515
サイト ● http://nh.kanagawa-museum.jp
交通 ● 箱根登山鉄道入生田駅徒歩 3 分
駐車場 ● あり・無料
料金 ● 15 ～ 19 歳 300 円　大人（20 ～
64 歳）510 円　高校生・65 歳以上 100
円　中学生以下無料
営業 ● 9:00 ～ 16:30（入館は 16:00 まで）
休館日：月曜日（祝日・振替休日にあた
る場合は翌平日）ほか

住所 ● 南足柄市広町 1544
電話 ● 0465-74-4510
サイト ● http://k-mask.jp/maruta/
交通 ● ・大雄山線大雄山駅よりバス「お
んり～ゆ前」下車徒歩 5 分
・東名高速道大井松田 I.C から県道 78
号線及び 723 号線南足柄方面 25 分
駐車場 ● あり・無料
料金 ● 大人 ( 中学生以上）400 円、小
学生 300 円、園児 100 円、3 才未満無料
営業 ● ・開園時間 9:00 ～ 17:00（4 ～
10 月まで）、9:00 ～ 16:00 まで（11 月～
3 月まで）・休園日：毎週月曜日（祝祭日
の場合はその翌日）、12/29 ～ 1/3

住所 ● 足柄上郡松田町松田惣領 2951
電話 ● 0465-83-1228（環境経済課公園
係）
サイト ● http://town.matsuda.
kanagawa.jp/10_kankou/
ca_01nishihirahata.html
交通 ● ・小田原線新松田駅徒歩 25 分
・ＪＲ御殿場線松田駅徒歩 20 分
駐車場 ● 1 回 500 円
営業 ● ふるさと鉄道は土日祝日のみ運
行、雨天の場合は運休。

＊ロープウェイの各駅には
赤ちゃん休憩室あり

ベビーカーの無料貸し出しあり（台数制
限あり）箱根 彫刻の森

美術館
箱根の大自然をいかし、１９６９年
に開園した国内初の屋外 美術館。
作品を目にし、触れて遊べる他に
はないスポット。特に子連れの家族
には、「しゃぼん玉のお城」「ネット
の森」がおススメ！広い園内にはな
んと足湯コーナーも。子連れでも
騒ぎ声や時間を気にせず、ゆっくり
アートを満喫できます。

上段左から「親子 de Art」の山木昭佳さん・美
也都くん（7 歳）、小野直子さん・元太くん（5 歳）・
きらりちゃん (2 歳）、下段左から高橋明江さん・
ひらりちゃん（5 歳）・右京くん（3 歳）、「あしが
ら総合型スポーツクラブあすぽ」の山野華鈴さん・
奏代香ちゃん（5 歳）・弥花ちゃん（3 歳）。

ダイナミックなアート空間！

住所 ● 足柄下郡箱根町二ノ平 1121
電話 ● 0460-82-1161
サイト ● www.hakone-oam.or.jp
交通 ● 箱根登山鉄道「彫刻の森」駅徒
歩 2 分
駐車場 ● あり・無料
料金 ● 小中学生 800 円、大人 1,600 円、
高・大学生、シニア（65 才以上）1,100 円
　※未就学児無料
営業 ● 9：00 ～ 17：00、年中無休

＊駐車場はすべて普通車の場合の情報を掲載しています。

南
足
柄
市
・
中
井
町
・
大
井
町
・
松
田
町
・
山
北
町
・
開
成
町
・

小
田
原
市
・
箱
根
町
・
真
鶴
町
・
湯
河
原
町
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「
楽
が
き
っ
ず
」
と
は
、
子
ど
も
の
楽
し
い
お
絵

描
き
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
2
0
1
2
年
1
月
27
日
～

2
月
10
日
に
寄
せ
ら
れ
た
お
絵
描
き
の
中
か
ら
、

T
w
i
t
t
e
r
や
F
a
c
e
b
o
o
k
・
メ
ー

ル
で
の
審
査
投
稿
を
受
付
け
実
施
し
ま
し
た
。

P
19
か
ら
、
大
賞
作
品
以
外
の
お
絵
か
き
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
か
わ
い
い
お
絵
え
か
き
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

コンクール大賞作品発表！

タイトル ： パパにかたぐるま！
ニックネーム ： ゆいちゃん（3 歳７か月）
コメント ： 「パパに、ママとゆいちゃんと、

かたぐるまして、おはなをとっているの」

ゆいより。

リレートーク
「わたしと子育て」

かながわで活躍中の方々に、さ

まざまな「子育て」についての

考えや思いをうかがいました。

「今の子育て」をハッピーにする

ヒントがたくさん！

＊このリレートークはダイジェスト版です。
全文は神奈川県・次世代育成課の HP よりご覧ください。
http://www.pref.kanagawa.jp/div/1386
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タイトル：なかよしおばけ
ニックネーム：ミラクル（3 歳 8 か月）
コメント：おばけがマイブームです。

「和傘」に描きました。

ロコ　サトシ
1970 年代後半より桜木町東横線高架下で壁画を描き始め、89 年横浜博覧会にて最大級のパビリオ
ンをペイント、新本牧地区、みなとみらい 21 地区他、横浜の重要な景観に作品を提供。創作活動
と並行して学校でのワークショップや地域に根差した、京急日ノ出町駅前のアートスペース「アートラ
ンドヨコハマ」の主宰など、多彩な活動を展開。小学生の女の子のパパ。

ア
ー
ト
は

「
生
き
て
い
く
た
め
の
酵
素
！
」

ア
ー
テ
ィ
ス
ト　

ロ
コ
サ
ト
シ
さ
ん

横
浜
を
代
表
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ロ
コ
サ
ト
シ

さ
ん
が
語
る
子
ど
も
と
大
人
と
ア
ー
ト
の
関
係
。

　

僕
は
、
最
初
は
全
然
画
家
に
な
ろ
う
と

思
っ
て
な
く
て
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
自

由
に
版
画
を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
帰

り
に
桜
木
町
の
高
架
下
に
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ

描
い
て
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
市
か
ら
電

話
が
か
か
っ
て
き
て
、
89
年
の
横
浜
博
の

パ
ビ
リ
オ
ン
に
描
く
こ
と
に
な
り
、
さ
ら

に
は
博
覧
会
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
目
に
留
ま
っ
て
、
サ
ン

デ
ィ
エ
ゴ
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

10
年
く
ら
い
あ
ち
こ
ち
の
橋
や
学
校
、
ス

テ
ー
ジ
な
ど
に
絵
を
か
く
仕
事
を
し
て
、

そ
の
後
は
、
国
内
で
も
ア
メ
リ
カ
で
や
っ

て
い
た
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
ト
や
、
学
校
で
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
や
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
よ
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
の
は
、
絵

を
描
か
せ
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
終
わ
っ
た
後
に
子

ど
も
や
先
生
が
成
長
し
て
い
る
こ
と
が

目
的
な
ん
で
す
。
当
時
は
珍
し
か
っ
た

の
で
、
色
々
な
学
校
に
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
は
こ
こ
で
ア
ー
ト
教
室
を
開
い
て
ま

す
が
、
ひ
と
り
ひ
と
り
子
ど
も
た
ち
は
好

き
な
こ
と
を
や
っ
て
ま
す
。
僕
は
道
具
の

使
い
方
と
安
全
を
み
て
る
だ
け
。
で
も
子

ど
も
っ
て
必
ず
う
ま
く
な
る
き
っ
か
け
が

見
え
る
の
で
、
そ
の
と
き
に
ふ
っ
と
手
助

け
す
る
よ
う
に
し
て
ま
す
。

　

よ
く
「
今
の
子
は
…
」
っ
て
い
う
け

ど
、
30
分
も
す
れ
ば
、
今
も
昔
も
同
じ
。

爆
発
し
て
ま
す
よ
、
子
ど
も
は
。
そ
れ

よ
り
も
問
題
な
の
は
大
人
。
今
は
子
ど

も
か
ら
み
て
大
人
が
面
白
く
な
い
か
ら

無
関
心
に
な
る
の
で
す
。
僕
の
子
ど
も

の
頃
は
、
身
近
に
変
で
面
白
い
大
人
が

い
っ
ぱ
い
い
て
、
無
気
力
に
な
ん
か
な

ら
な
い
環
境
だ
っ
た
。
今
の
大
人
は
つ

ま
ら
な
い
。
だ
か
ら
子
ど
も
た
ち
が
今

憧
れ
る
の
は
身
の
周
り
じ
ゃ
な
く
て
、

テ
レ
ビ
の
中
の
ス
タ
ー
で
し
ょ
う
？

　

せ
め
て
僕
た
ち
大
人
が
で
き
る
の

は
、
環
境
づ
く
り
で
す
よ
ね
。
子
ど
も

に
「
好
き
な
よ
う
に
絵
を
描
き
な
さ
い
」

と
言
う
な
ら
、
好
き
に
描
け
る
環
境

を
つ
く
っ
て
や
れ
ば
い
い
。
そ
れ
が
な

い
の
に
、
無
理
に
自
由
な
絵
を
描
け
と

い
っ
て
も
描
け
な
い
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
こ
こ
で
は
何
も
制

約
さ
れ
な
い
の
で
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

外
で
は
色
々
ス
ト
レ
ス
た
め
て
く
る
け

ど
、
こ
こ
に
来
た
と
き
は
好
き
な
こ
と

を
や
れ
る
。
本
当
に
画
家
に
な
り
た
い

子
た
ち
だ
っ
た
ら
教
え
方
も
違
う
だ
ろ

う
け
ど
、
ア
ー
ト
の
本
質
は
プ
ロ
に
な

る
こ
と
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ら
。
全
て
の

人
に
と
っ
て
の
、
い
わ
ば
「
生
き
る
た

め
の
酵
素
」
で
あ
り
、「
人
と
人
と
が

交
わ
る
言
葉
」。
競
っ
た
り
す
る
も
の

で
は
な
い
の
で
す
。

　

人
そ
れ
ぞ
れ
能
力
は
違
う
し
、
色
々

な
場
面
で
負
け
て
し
ま
う
子
も
い
る
。

で
も
人
に
は
負
け
て
も
、
自
分
に
は
負

け
な
い
心
づ
く
り
が
必
要
で
す
よ
ね
。

こ
こ
は
そ
う
い
う
場
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
自
分
で
楽
し
ん
で
、
夢
中

に
な
れ
る
環
境
を
つ
く
っ
て
あ
げ
れ
ば
、

知
ら
ぬ
間
に
実
力
も
つ
い
て
き
ま
す
。

　

子
ど
も
に
限
ら
ず
、
大
人
こ
そ
な
ん

だ
け
ど
、
自
分
の
中
に
持
っ
て
い
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
十
分
に
出
せ
る
環
境
を
行

政
に
は
是
非
つ
く
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

ほ
と
ん
ど
の
人
は
体
の
中
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
も
っ
て
い
る
の
だ
け
ど
、「
社

会
性
」
に
負
け
ち
ゃ
っ
て
い
る
か
ら
。

　

前
に
教
育
委
員
会
に
依
頼
さ
れ
、
先

生
を
体
育
館
に
集
め
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
や
っ
た
の
で
す
が
、「
３
日
間
絶
対

に
他
に
誰
も
入
ら
な
い
こ
と
」
を
条
件

に
、
僕
が
真
ん
中
に
描
い
た
太
陽
の
周

り
に
フ
レ
ア
を
み
ん
な
で
描
い
て
も
ら

い
ま
し
た
。
最
初
は
ほ
ん
の
少
し
し
か

描
け
な
か
っ
た
の
だ
け
ど
、
三
日
た
っ

て
み
た
ら
、
体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
埋
め

尽
く
さ
れ
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
び
っ
く
り
！
で
も
そ
れ
が
表
現

で
き
た
の
は
、
誰
も
見
な
い
と
い
う
条

件
下
だ
っ
た
か
ら
で
す
よ
ね
。

　

秘
め
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ふ
た
を
解
放

で
き
る
場
づ
く
り
を
区
・
市
・
県
・
国

で
真
剣
に
考
え
て
い
っ
た
ら
、
も
っ
と

い
い
日
本
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
よ
。

　

も
ち
ろ
ん
大
人
自
身
も
、
人
生
を
面

白
く
し
よ
う
と
し
な
く
て
は
ね
。
そ
う

や
っ
て
大
人
が
楽
し
め
ば
、
子
ど
も
も

お
の
ず
と
つ
い
て
く
る
ん
で
す
！

知
ら
ぬ
ま
に
ひ
ら
け
た

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
へ
の
道

大
人
が
変
わ
れ
ば

子
ど
も
も
前
向
き
に

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
メ
ッ
セ
ー
ジ

広告
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タイトル：大好きな人
ニックネーム：みゆちゃん（4 歳） 
コメント：大好きな家族を描きました。

早乙女　智子（さおとめ　ともこ）
日本産婦人科学会認定産婦人科専門医。1961 年生まれ。1986 年筑波大学医学専門学群卒業。国
立国際医療センター、東京都職員共済組合青山病院、ふれあい横浜ホスピタル勤務などを経て、
2006 年より神奈川県立汐見台病院産婦人科勤務。「性と健康を考える女性専門家の会」副会長、日
本性科学会認定セックスセラピスト。自身は５度の妊娠のうち流産や子宮外妊娠を経て２人の子を
出産。著書は『ＬＯＶＥ・ラブ・えっち』（保健同人社）、『13 歳からの「恋とからだ」ノート』（新講社）
など多数。『現代用語の基礎知識』（自由国民社） 「性」の項目も担当。

「
自
分
ら
し
く
、
楽
し
く
産
む
」

  

お
手
伝
い
を産

婦
人
科
医
　

早
乙
女
智
子
さ
ん

「
良
い
お
産
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
で
し
ょ
う

か
？
楽
し
い
子
育
て
に
つ
な
が
る
「
良
い
お
産
」
の

為
に
尽
力
す
る
早
乙
女
智
子
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

　

私
は
「
女
な
ん
だ
か
ら
、女
ら
し
く
」、

で
も
「
男
に
負
け
る
な
」
と
い
う
二
律

背
反
的
な
価
値
観
の
中
で
育
ち
、「
じ
ゃ

あ
女
っ
て
何
な
の
だ
ろ
う
？
」
と
い
う

疑
問
を
ず
っ
と
抱
い
て
い
ま
し
た
。
生

理
も
つ
ら
い
し
、
出
産
も
苦
し
い
し
・
・

こ
ん
な
に
損
で
、
で
も
頑
張
ら
な
く
て

は
い
け
な
い
「
大
変
な
存
在
で
あ
る
」

女
性
を
同
性
と
し
て
手
伝
い
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
産
婦
人
科
医
に
な
り
ま
し

た
。
で
も
医
師
と
し
て
多
く
の
お
産
を

手
掛
け
る
う
ち
に
、
女
性
は
仕
事
も
子

を
産
む
こ
と
も
両
方
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
し
、
産
ま
な
い
と
い
う
選
択
も
で
き

る
、
実
は
豊
か
で
面
白
い
性
だ
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

自
然
な
お
産
と
い
う
の
は
皆
が
思
っ

て
い
る
よ
り
も
ず
っ
と
楽
で
、セ
ク
シ
ュ

ア
ル
な
体
験
で
す
。
大
事
な
ラ
イ
フ
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
お
産
を
女
性
が
「
安
心

し
て
楽
し
め
る
」
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
、
今
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が
会
陰
切
開（
え
い
ん
せ
っ

か
い
）
し
な
い
お
産
で
す
。
本
来
は
出

産
後
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
会
陰
は

元
に
戻
る
も
の
で
す
。
そ
れ
を
分
娩
台

で
不
自
然
な
格
好
で
い
き
ま
せ
る
か
ら

お
産
が
こ
じ
れ
る
。
で
、
裂
け
て
し
ま

う
く
ら
い
な
ら
、
あ
ら
か
じ
め
切
っ
て

縫
っ
た
方
が
痛
み
は
少
な
い
か
ら
と
い

う
こ
と
で
会
陰
切
開
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
で
も
陣
痛
の
痛
み
に
は
エ
ン
ド
ル

フ
ィ
ン
と
い
う
脳
内
麻
薬
が
効
き
ま
す

か
ら
、
う
ま
く
波
に
の
れ
る
と
快
感
に

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
切
っ
た

痛
み
に
は
効
か
ず
、
出
産
後
も
す
ぐ
に

痛
み
が
お
さ
ま
ら
な
い
。
本
当
に
い
い

お
産
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
も
の
な
の

か
、
産
む
女
性
も
医
師
も
助
産
師
も
、

も
っ
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
私
は
産
科
医
と
し
て
、「
安
全
」

と
「
快
適
」
の
両
方
を
追
求
し
た
い
。

お
産
が
実
は
快
適
な
も
の
で
、
家
族
の

絆
が
深
ま
る
大
切
な
体
験
だ
と
わ
か
れ

ば
、
産
む
の
が
怖
く
な
く
な
り
、
楽
し

み
に
な
る
で
し
ょ
う
か
ら
。

　

私
は
い
つ
も
妊
婦
さ
ん
に
「
赤
ち
ゃ

ん
は
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
を
成
長
さ
せ

る
た
め
に
選
ん
で
来
る
ん
だ
よ
」
と
言

う
の
で
す
が
、
自
分
自
身
も
や
は
り
そ

う
だ
な
あ
と
思
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

時
代
背
景
の
せ
い
か
、
私
は
「
き
ち

ん
と
○
○
し
な
い
と
い
け
な
い
」
と
育

て
ら
れ
て
き
た
気
が
し
ま
す
。
そ
ん
な

私
が
、
い
つ
の
頃
か
ら
３
歳
児
の
素
直

な
視
点
で
、「
本
当
に
や
る
べ
き
こ
と
、

や
り
た
い
こ
と
、
や
っ
て
い
い
こ
と
」

を
自
分
の
中
で
振
り
わ
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
子
ど
も
を
通
し
て
だ

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
も
と
も
と
カ
ッ
プ
ラ
ー

メ
ン
の
３
分
が
待
て
ず
、
２
分
半
で
開

け
て
硬
く
て
も
食
べ
ち
ゃ
う
よ
う
な
人

間
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。

　

で
も
、
子
ど
も
っ
て
１
年
経
た
な
い

と
１
歳
に
な
ら
な
い
し
、
３
年
経
た
な

け
れ
ば
３
歳
に
な
ら
な
い
。
そ
う
や
っ

て
時
間
軸
が
自
分
の
も
の
か
ら
子
ど
も

の
時
間
軸
に
変
わ
っ
て
い
き
、「
待
つ

こ
と
が
楽
し
み
に
な
る
」
と
い
う
の
は

親
に
な
っ
て
味
わ
え
る
新
た
な
感
覚
で

す
よ
ね
。

　

離
婚
や
再
婚
、
不
妊
治
療
な
ど
が
増
え

家
族
関
係
が
複
雑
化
し
て
い
る
今
は
、「
家

族
と
は
こ
う
い
う
も
の
」
と
単
純
に
決
め

つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
現
実
に
産
科
病
棟

で
は
１
８
、２
８
、３
８
歳
の
母
が
一
緒
で

す
。
こ
れ
か
ら
は
４
８
歳
の
母
も
加
わ
る

か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
状
況
で
「
み
ん

な
同
じ
に
仲
良
く
」
と
言
う
の
は
無
理
が

あ
る
。だ
か
ら
、「
私
は
こ
れ
で
い
い
ん
だ
」

と
思
え
る
こ
と
が
大
事
な
ん
で
す
ね
。
手

の
こ
ん
だ
キ
ャ
ラ
弁
を
が
ん
ば
る
お
母
さ

ん
も
い
れ
ば
、
う
ち
は
お
に
ぎ
り
で
と
思

う
人
が
い
て
も
い
い
。
違
い
を
認
め
て
、

で
も
同
じ
子
育
て
を
す
る
仲
間
と
し
て
ゆ

る
や
か
に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
い
い
の
で

す
。「
違
う
け
ど
、
つ
な
が
る
」
と
い
う

の
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

そ
し
て
、何
よ
り
「
お
産
は
楽
し
い
！
」

で
す
。
そ
の
前
段
階
で
あ
る
セ
ッ
ク
ス
も

含
め
、
自
分
の
体
や
心
と
向
き
合
い
、
自

分
ら
し
い
お
産
を
一
人
ひ
と
り
が
考
え
て

い
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

タイトル：おうちのお庭
ニックネーム：ゆうり（6 歳） 
コメント：「おうちのお庭は、お花屋さんなの。ハチさんやちょうちょさ
んが、お茶をしにくるの。」鼻歌を歌いながら、お絵かきする姿を見て、

「はなやさんのおみせ、うたがいっぱい」って詩を思い出しました。

野北　康子（のきた　やすこ）
ＮＰＯ法人「葉山っ子すくすくパラダイス」代表。「こどもにやさしい町、みんなにやさしい町」をモッ
トーに、「すくパラ広場（親と子のつどいの広場）」や「すくパラのでるサポ（出張保育サービス）」、「親
教育プログラム『トリプルＰ』」、「つくしんぼの会（野外のお散歩プログラム）」など多彩な子育て支
援活動を展開。また県立近代美術館の協力を得てのイベント企画や地元企業の子育てタクシー事業
普及への協力など、地域に根差した活動に自然体で取り組む。葉山町子育て支援センター「ぽけっと」
ファミリーセンターアドバイザー。私生活では茶道を愛し（師範の腕前）、よき理解者である夫とワン
ちゃんとお住まい。

子
ど
も
は
未
来
か
ら
の
宝
も
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
葉
山
っ
子
す
く
す
く
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
代
表   

野
北
康
子
さ
ん

葉
山
で
子
育
て
支
援
を
し
て
い
る
野
北
康
子
さ
ん

に
聞
く
、
子
育
て
と
の
出
会
い
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
育

児
の
す
す
め
。　

私
が
子
育
て
支
援
の
活
動
を
始
め
た

の
は
２
０
０
１
年
。
数
年
後
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
葉
山
っ
子
す
く
す
く
パ
ラ
ダ
イ

ス
」
を
た
ち
あ
げ
ま
し
た
。

　

実
は
子
育
て
支
援
を
や
っ
て
い
る
人

間
と
し
て
は
珍
し
く
、
私
に
は
子
ど
も

は
い
ま
せ
ん
。

　

小
さ
い
頃
は
、
地
域
の
人
が
毎
日
出

入
り
す
る
に
ぎ
や
か
な
家
で
、
い
つ
も

多
く
の
方
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
成
長
し

ま
し
た
。
体
が
弱
く
、
２
歳
の
と
き
に

薬
の
副
作
用
で
聴
力
障
害
に
な
り
ま
し

た
が
、
奇
跡
的
に
回
復
し
ま
し
た
。
両

親
が
常
に
希
望
を
も
っ
て
一
生
懸
命
手

を
か
け
て
育
ん
で
く
れ
た
か
ら
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

結
婚
後
子
ど
も
が
で
き
な
か
っ
た
７

年
間
く
ら
い
は
今
か
ら
思
え
ば
葛
藤
を

か
か
え
た
時
期
で
し
た
。 

で
も
あ
る
と

き
ふ
っ
と
思
っ
た
の
で
す
。 

「
あ
、
私

は
生
ま
れ
な
い
子
ど
も
に
育
て
て
も

ら
っ
て
い
る
の
だ
な
」
と
。

　

子
ど
も
が
で
き
な
く
て
、
自
分
の
力

で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る

と
わ
か
っ
て
は
じ
め
て
、
人
に
対
し
て

や
さ
し
く
な
れ
た
か
ら
、
今
の
自
分
が

い
る
の
だ
と
思
え
た
の
で
す
。 

そ
の
瞬

間
涙
が
と
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

子
ど

も
が
い
て
も
い
な
く
て
も
ひ
と
り
の
人

間
と
し
て
本
当
に
幸
せ
に
な
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
っ
た
の
で
す
。 

そ
の

気
持
ち
は
今
も
全
然
変
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
こ
そ
子
育
て
支
援
に
関
わ

れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
悩
ん
で
い
た

時
期
は
親
子
を
み
る
だ
け
で
も
辛
か
っ

た
し
、
話
を
す
る
こ
と
も
苦
手
で
し
た

が
、
今
で
は
お
母
さ
ん
達
と
一
緒
に
子

育
て
の
中
に
ど
っ
ぷ
り
い
て
も
辛
く
な

ら
な
い
の
で
す
。

　

む
し
ろ
自
分
の
子
育
て
に
か
け
る
べ

き
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
時
間
を
「
み
ん
な
と

一
緒
の
子
育
て
」
の
方
に
振
り
向
け
ら

れ
る
。
関
わ
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が

幸
せ
に
な
る
よ
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
か
け

る
こ
と
で
、「
生
ま
れ
な
か
っ
た
私
の
子

ど
も
」
が
「
生
ま
れ
な
か
っ
た
意
味
」

が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

　
　

　

私
達
「
す
く
パ
ラ
」
の
活
動
は
、
イ

ベ
ン
ト
提
供
型
の
子
育
て
支
援
で
、「
マ

マ
カ
フ
ェ
」
や
外
遊
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
近
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
海
外
で
開

発
さ
れ
た
「
前
向
き
子
育
て
プ
ロ
グ
ラ

ム
」。
何
か
問
題
が
起
き
た
と
き
に
、
お

母
さ
ん
達
は
「
私
の
子
育
て
っ
て
ダ
メ

だ
わ
」
っ
て
落
ち
込
ん
で
し
ま
い
ま
す

が
、
実
は
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
を
知
っ

て
い
れ
ば
ク
リ
ア
で
き
る
こ
と
が
い
っ

ぱ
い
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
を
体
得
で
き

る
実
践
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。 

　

育
児
書
に
は
色
々
書
い
て
あ
る
け
ど

そ
の
と
お
り
に
し
て
も
う
ま
く
い
か
な

い
。「
で
き
な
い
私
っ
て
何
？
で
き
な

い
う
ち
の
子
っ
て
な
に
？
」
と
、
母
親

は
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
っ
て
し
ま
い

が
ち
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
お
母

さ
ん
達
が
、
自
分
で
考
え
て
、
自
分
で

子
ど
も
と
向
き
合
い
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
子
ど
も
も
き
ち
っ
と
受
け
と

め
て
変
わ
っ
て
い
く
。
親
も
子
も
明
る

く
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
な
っ
て
い
く
の
を
見

る
こ
と
が
で
き
、
私
自
身
と
て
も
う
れ

し
い
の
で
す
。

　

私
は
「
子
ど
も
は
未
来
か
ら
の
宝
も

の
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
未
来
か

ら
の
宝
も
の
を
大
事
に
し
よ
う
」
と
周

囲
の
一
人
ひ
と
り
が
思
っ
た
ら
、
子
ど

も
は
い
ろ
い
ろ
な
人
を
つ
な
ぐ
鍵
に
な

り
、
皆
が
や
さ
し
く
な
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
目
の
前
の
ひ

と
り
の
子
ど
も
、
目
の
前
の
ひ
と
り
の

お
母
さ
ん
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
。

ひ
と
り
の
人
が
幸
せ
に
な
る
と
い
う
こ

と
を
積
み
重
ね
れ
ば
、
そ
の
周
り
の
み

ん
な
も
幸
せ
に
な
り
、
社
会
全
体
が
幸

せ
に
な
っ
て
い
く
と
思
う
の
で
す
。

　

親
も
子
も
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
い
ま

す
。
ひ
と
つ
の
活
動
を
き
っ
か
け
に
他

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
知
っ
て
自
分
に
合
う

も
の
を
選
ん
で
ま
た
来
て
も
ら
え
た
ら

い
い
な
と
思
っ
て
、
色
々
な
メ
ニ
ュ
ー

を
用
意
す
る
こ
と
に
は
こ
だ
わ
っ
て
い

ま
す
。「
未
来
か
ら
の
宝
も
の
」
を
輝

か
せ
る
た
め
の
お
手
伝
い
を
こ
れ
か
ら

も
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
と
子
育
て
の
出
会
い

前
向
き
な
子
育
て
を
応
援

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
メ
ッ
セ
ー
ジ

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
メ
ッ
セ
ー
ジ

子
ど
も
と
一
緒
に
成
長
す
る
楽
し
み

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
な
お
産
へ
の
こ
だ
わ
り



23 2223 22

タイトル：くるまのまち
ニックネーム：ひなくん （4 歳 4 か月）
コメント：上手に書けました !

川合　麻沙美（かわい　あさみ）
川崎市子ども夢パークスタッフ。1985 年生まれ。2007 年大妻女
子大学家政学部児童学科児童学専攻卒業。同年～現職。
嶋村　仁志（しまむら　ひとし）　
TOKYO PLAY 代表、IPA（子どもの遊ぶ権利のための国際協会）東
アジア副代表、NPO 法人日本冒険遊び場づくり協会理事。1968
年生まれ。1995 年英国リーズ・メトロポリタン大学社会健康学部プ
レイワーク学科高等教育課程修了。1996 年世田谷羽根木プレー
パークプレーリーダー。2003 年より川崎市子ども夢パーク、2009
年より プレーパークむさしの を中心に活動。2010 年たくさんの
人が子どもの遊ぶ環境を豊かにするための関わりが持てるように
と、「TOKYO PLAY」を立ち上げ、様々なプロジェクトを展開してい
る。翻訳書「プレイワーク―子どもの遊びに関わる大人の自己評
価―」（プレイ・ウェールズ＆ボブ・ヒューズ著、学文社）。著書「もっ
と自由な遊び場を」（共著、大月書店）

誰
が
き
て
も
い
い
、
ド
ラ
マ
の
あ
る

遊
び
場
で
子
ど
も
が
育
つ
！

プ
レ
ー
リ
ー
ダ
ー
　

川
合
麻
沙
美
さ
ん

プ
レ
ー
パ
ー
ク
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
知
っ
て
い
ま
す

か
？
「
川
崎
市
子
ど
も
夢
パ
ー
ク
」
で
、
プ
レ
ー
リ
ー

ダ
ー
の
２
人
に
そ
の
魅
力
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

　

川
合
：
プ
レ
ー
パ
ー
ク
は
、
子
ど
も

が
変
え
て
い
け
る
、
子
ど
も
自
身
で
遊

び
を
つ
く
る
、
禁
止
事
項
の
看
板
の
な

い
遊
び
場
で
す
。

　

嶋
村:

「
何
を
ど
う
す
る
と
本
当
に
危

な
い
の
か
、
ど
こ
ま
で
な
ら
許
容
範
囲

な
の
か
」を
実
体
験
で
き
ま
す
。
プ
レ
ー

リ
ー
ダ
ー
は
、「
あ
え
て
挑
戦
す
る
危

険
」
で
あ
る
リ
ス
ク
と
「
目
に
み
え
な

い
隠
れ
た
危
険
」

の
ハ
ザ
ー
ド
を
分

け
て
考
え
、
目
配

り
気
配
り
し
て
い

ま
す
。

　

川
合:

私
は
幼

稚
園
か
保
育
所
の

先
生
に
な
り
た
く

て
、
大
学
は
児
童

学
科
に
入
り
ま
し

た
。
で
も
子
ど
も

に
『
な
ぜ
？
』
と

聞
か
れ
て
も
説

明
で
き
な
い
禁
止

ル
ー
ル
が
多
い
こ

と
に
疑
問
を
持
ち
、
プ
レ
ー
リ
ー
ダ
ー

の
職
に
就
き
ま
し
た
。

　

嶋
村:

僕
は
大
学
の
時
に
、
世
田
谷

の
羽
根
木
プ
レ
ー
パ
ー
ク
に
行
っ
た
の

が
最
初
で
す
。
地
域
の
全
て
の
世
代
が

居
場
所
を
共
有
し
て
い
る
の
に
驚
き
、

卒
業
後
２
年
半
ほ
ど
留
学
し
た
の
ち
、

羽
根
木
の
プ
レ
ー
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
ま

し
た
。
最
初
は
、
向
い
て
な
い
か
ら
や

め
よ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た

ち
と
の
出
会
い
が
意
識
を
変
え
て
く
れ

ま
し
た
。
子
ど
も
は
誰
も
が
、
い
ろ
い

ろ
抱
え
て
揺
れ
て
い
る
、
そ
の
向
こ
う

に
い
る
親
も
み
ん
な
揺
れ
な
が
ら
生
き

て
い
る
、
そ
れ
が
見
え
て
き
て
、
み
ん

な
が
生
き
て
い
る
実
感
を
も
て
る
遊
び

場
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を

真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

川
合:

私
も
、
子
ど
も
に
「
失
敗
し

て
い
い
よ
」
と
言
っ
て
い
る
く
せ
に
、

自
分
は
失
敗
を
恐
れ
て
い
る
こ
と
に
気

づ
き
、ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。
い
い
プ
レ
ー

リ
ー
ダ
ー
像
を
演
じ
よ
う
と
し
て
も
素

の
自
分
が
さ
ら
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
す

よ
ね
。

　

嶋
村
：
人
と
関
わ
る
仕
事
全
て
に
通

じ
る
と
思
い
ま
す
が
、
他
人
の
人
生
へ

の
想
像
力
が
何
よ
り
重
要
で
す
。
出
会

い
を
糧
に
、
自
分
自
身
と
向
き
合
い
成

長
す
る
こ
と
が
、
役
に
立
つ
仕
事
な
の

だ
と
思
い
ま
す
。　
　
　

　

嶋
村
：
子
ど
も
に
と
っ
て
、
親
や
先

生
以
外
に
「
意
味
の
あ
る
大
人
」
が
増

え
る
方
が
い
い
の
で
す
。
そ
う
い
う

「
知
っ
て
る
ぞ
～
」
と
い
う
人
間
関
係

が
地
域
に
増
え
た
ら
、
親
の
子
育
て
は

も
っ
と
楽
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
プ
レ
ー

パ
ー
ク
は
い
わ
ば
、
お
父
さ
ん
が
家
に

帰
る
前
に
寄
る
居
酒
屋
み
た
い
な
も
の

で
、
ち
ょ
っ
と
一
息
つ
け
る
場
所
。
家

や
学
校
で
の
顔
と
は
違
っ
た
表
情
を
見

せ
ら
れ
る
場
が
あ
れ
ば
、
子
ど
も
は
安

心
し
て
自
由
に
表
現
し
始
め
ま
す
。
そ

の
意
味
で
、「
教
育
」
と
「
し
つ
け
」
の

場
所
と
は
一
味
違
っ
た
役
割
を
担
う
場

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

川
合
：
も
ち
ろ
ん
子
ど
も
だ
け
で
な

く
、
来
ら
れ
て
い
る
お
母
さ
ん
お
父
さ

ん
た
ち
の
気
持
ち
も
受
け
と
め
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

嶋
村
：「
子
ど
も
の
や
り
た
い
」
を

と
り
つ
つ
、「
親
の
心
配
」
を
汲
み
つ
つ
、

で
す
ね
。

　

川
合
：
子
ど
も
と
の
距
離
が
近
す
ぎ

る
と
、
つ
い
小
言
を
言
い
た
く
な
っ
て

し
ま
う
も
の
。、
そ
ん
な
と
き
は
外
に

で
て
色
々
な
人
や
場
所
に
出
会
っ
て
欲

し
い
で
す
。

　

あ
と
、
同
世
代
の
友
達
と
話
す
と
、

「
子
ど
も
は
こ
ん
な
風
に
育
て
た
い
。

だ
か
ら
こ
れ
く
ら
い
の
お
金
が
な
い
と

結
婚
で
き
な
い
」
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

実
際
の
子
育
て
っ
て
、
全
然
違
う
か
ら

も
っ
と
気
楽
に
構
え
て
欲
し
い
。
私
も
、

親
に
な
れ
ば
大
変
だ
ろ
う
け
ど
、
周
り

の
人
が
き
っ
と
助
け
て
く
れ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
う
思
え
る
関
係
を
つ
く
る
こ

と
が
大
事
で
す
よ
ね
。

　

嶋
村
：
私
も
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
時

に
ど
う
い
う
風
に
育
っ
て
ほ
し
い
か
考

え
ま
し
た
が
、
壁
に
ぶ
つ
か
り
、
多
く

の
出
会
い
や
経
験
を
し
て
、
そ
の
子
な

り
に
考
え
て
育
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

願
う
だ
け
。
親
だ
け
で
は
子
育
て
は
で

き
な
い
か
ら
、
他
の
親
に
も
「
う
ち
の

子
に
関
わ
っ
て
ね
」
と
言
っ
て
、
み
ん

な
で
子
ど
も
を
育
て
て
「
楽
し
い
！
」

を
感
じ
た
い
で
す
ね
。

　

プ
レ
ー
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
は
、「
ど
う

し
た
ら
、
粋
（
い
き
）
な
関
係
を
作
れ

る
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
日
々
考
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
い
っ
ぱ
い
遊

び
心
を
も
っ
て
、子
ど
も
た
ち
と
関
わ
っ

て
い
き
た
い
で
す
！

タイトル：王子様とお姫様
ニックネーム：かいと（3 歳） 
コメント：最初は王子様とお姫様を描くの、と言っていたけど、
最終的にはボクとパパとママとミルク（犬）のファミリーに
変わってました (^_ ;̂) 白い和紙の傘にお絵かきをしました。

土谷　みち子（つちや　みちこ）
関東学院大学人間環境学部 人間発達学科教授。日本女子大学大学院文学研究科教育学専攻修士課
程修了。1986 年～日立家庭教育研究所勤務。2004 年～東横学園女子短期大学保育学科助教授・教
授。2007 年より現職。平成 20・21 年期神奈川県青少年問題協議会委員、現在横浜市地域子育て支
援拠点 ( 戸塚区・金沢区・神奈川区 ) スーパーバイザー、他を歴任。
著書は「父子手帳ＰＡＲＴⅡ．乳幼児編」1999( 共著 ) 大月書店、「『気になる』からはじめる臨床保育」
－保育学からの親子支援」2005( 共編著 ) フレーベル館、「『あたりまえ』が難しい時代の子育て支援」
2007( 共著 ) フレーベル館　「家庭支援論」2010( 単著 ) 青鞜社など。

あ
た
り
ま
え
が
難
し
い
時
代
の

子
ど
も
た
ち
と
親
た
ち

関
東
学
院
大
学
教
授 

土
谷
み
ち
子
さ
ん

25
年
前
か
ら
、
親
と
子
の
発
達
相
談
と
保
育
者
か
ら
の

保
育
相
談
に
関
わ
っ
て
い
る
、
関
東
学
院
大
学
教
授
の

土
谷
み
ち
子
さ
ん
か
ら
み
た
現
代
の
子
育
て
と
は
。

　

今
の
子
育
て
の
特
徴
は
、「
子
ど
も
が

あ
た
り
ま
え
に
育
た
な
く
な
っ
た
」
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

昔
だ
っ
た
ら
、
あ
る
程
度
の
関
わ
り

を
す
れ
ば
、
ほ
っ
て
お
い
て
も
普
通
の

発
達
の
道
筋
を
た
ど
っ
た
も
の
で
し
た

が
、
あ
た
り
ま
え
じ
ゃ
な
い
ケ
ー
ス
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
子
ど
も
を
怖
が
る
と
か
、

風
や
雨
の
音
を
も
の
す
ご
く
怖
が
る
、

３
歳
児
な
の
に
１
歳
児
並
み
の
筋
肉
し

か
な
い
な
ど
の
相
談
を
う
け
る
の
で
す

が
、
よ
く
よ
く
聞
い
て
い
く
と
、
雨
の

日
に
外
を
歩
い
た
こ
と
が
一
度
も
な
い

な
ど
、
現
代
の
生
活
環
境
が
も
た
ら
す
、

子
ど
も
の
育
ち
へ
の
心
配
が
あ
り
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
近
年
気
に
な
る
こ
と

は
、
誉
め
ら
れ
る
と
泣
い
て
し
ま
う
母

親
が
増
え
て
き
た
こ
と
で
す
。
今
の
母

親
は
働
く
者
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
積

ん
で
き
た
世
代
で
す
が
、
子
育
て
は
、

大
変
な
労
働
で
あ
る
に
関
わ
ら
ず
、
努

力
し
て
も
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
り
、

が
ん
ば
っ
て
も
誰
も
誉
め
て
く
れ
な

か
っ
た
り
す
る
。
達
成
感
の
な
さ
か
ら

容
量
オ
ー
バ
ー
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
張
り
つ

め
た
緊
張
が
と
け
て
、
ど
っ
と
涙
に
な

る
感
じ
で
し
ょ
う
か
。
一
生
懸
命
や
り

す
ぎ
て
、
ア
バ
ウ
ト
さ
が
ど
ん
ど
ん
育

児
か
ら
消
え
て
い
っ
て
い
る
。
昔
の
よ

う
に
隣
近
所
で
支
え
あ
う
こ
と
が
失
わ

れ
、
な
ん
で
も
夫
婦
で
解
決
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
と
い
う
時
代
で
す
か
ら
、
母
親
の

負
担
も
大
き
い
。
子
育
て
支
援
施
設
を

つ
く
る
だ
け
で
は
解
決
し
な
い
、
難
し

い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　

乳
幼
児
の
親
は
、「
子
ど
も
が
喜
ぶ

こ
と
」
や
「
子
ど
も
が
集
中
す
る
」
こ

と
に
弱
い
の
で
、
テ
レ
ビ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

見
せ
す
ぎ
と
い
う
こ
と
が
簡
単
に
起
き

ま
す
。
子
ど
も
が
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
集
中
し
て

お
と
な
し
く
な
っ
て
い
る
と
、「
こ
の

子
は
、
こ
ん
な
に
集
中
し
て
い
る
。
知

的
に
よ
く
育
っ
て
い
る
」、「
私
は
子
ど

も
の
要
求
に
し
っ
か
り
応
え
て
子
育
て

を
う
ま
く
や
っ
て
い
る
」
と
い
う
「
親

の
効
力
感
」
を
感
じ
る
の
で
す
。

　

で
も
、
本
来
は
集
中
し
な
い
の
が
乳

幼
児
の
特
性
。
た
だ
お
と
な
し
く
し
て

い
る
の
を
、
小
学
校
の
高
学
年
で
身
に

着
く
は
ず
の
集
中
を
先
取
り
し
て
い
る

と
思
う
の
は
誤
り
で
、
親
や
兄
弟
と
ぐ

ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
も
め
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
く
こ
と
が
、
実
は

子
ど
も
の
大
事
な
基
盤
、
生
き
て
い
く

た
く
ま
し
さ
に
つ
な
が
る
の
で
す
。
そ

れ
が
な
い
と
、
言
わ
れ
た
こ
と
し
か
で

き
な
い
、
面
白
い
も
の
が
消
え
た
と
き

に
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な

い
、
物
事
に
取
り
組
む
意
欲
や
自
分
の

人
生
を
切
り
拓
く
力
を
持
て
な
い
人
間

に
な
っ
て
し
ま
う
恐
ろ
し
さ
に
気
が
つ

い
て
欲
し
い
の
で
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
は
ツ
ー
ル
な
の
で
、
与
え

て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
く
、
使
わ
せ

過
ぎ
な
い
こ
と
が
大
事
で
す
。
大
人
と

子
ど
も
で
は
受
け
る
刺
激
も
全
然
違
う

こ
と
を
知
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

親
が
携
帯
や
パ
ソ
コ
ン
に
夢
中
に
な
っ

て
子
ど
も
か
ら
の
呼
び
か
け
に
反
応
し

な
く
な
る
「
Ｉ
Ｔ
ネ
グ
レ
ク
ト
」
も
、

子
ど
も
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

が
育
た
な
く
な
る
懸
念
が
あ
る
の
で
、

気
を
つ
け
て
ほ
し
い
で
す
。

　

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
わ
り
、

少
子
化
で
「
こ
う
い
う
子
に
育
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
大
人
の
願
い
が
先
行
し
て
し

ま
う
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
で
も
子
ど

も
に
は
変
わ
ら
ず
に
持
っ
て
い
る
た
く
ま

し
さ
や
面
白
さ
な
ど
の
力
が
あ
る
の
で
、

与
え
る
の
で
は
な
く
、「
楽
し
み
な
が
ら

引
き
出
し
て
」
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
周
囲
の
シ
ニ
ア
の
方
に
は
、
今

の
親
が
子
育
て
下
手
に
な
っ
た
の
で
は
な

く
、
社
会
の
変
化
が
急
速
に
進
む
時
代
に

必
然
的
に
起
こ
っ
た
現
象
だ
と
い
う
こ
と

を
理
解
し
、
力
を
貸
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
も
し
自
分
が
幸
せ
な
子
ど

も
時
代
を
送
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は

何
故
か
を
分
析
し
、
今
の
子
ど
も
の
育
つ

環
境
に
活
か
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
今
の

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
は
も
っ
と
子
育
て

が
し
や
す
く
な
っ
て
、
皆
さ
ん
と
同
じ
よ

う
に
子
育
て
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
る

の
で
す
か
ら
。

嶋
村
仁
志
さ
ん

プ
レ
イ
パ
ー
ク
に
魅
せ
ら
れ
て

メ
デ
ィ
ア
が
乳
幼
児
に
与
え
る
影
響

プ
レ
イ
パ
ー
ク
は

「
子
ど
も
の
居
酒
屋
」
！

近
年
の
子
ど
も
と
親
の
変
化

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
メ
ッ
セ
ー
ジ

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
メ
ッ
セ
ー
ジ
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タイトル：魚に食べられた私
ニックネーム：ももっち（2 歳 7 か月） 
コメント：魚が大好物の娘が「今度はモモが食べ
られちゃった」と言いながら描いていました。

タイトル：ベビーカーでお出かけ♪
ニックネーム：うーたん LOVE （３歳１か月）
コメント：赤ちゃんの時からベビーカーに乗ってお出かけするのが大好きな娘。
１歳のヨチヨチ歩きの弟を歩かせて自分がベビーカーに乗る事が、３歳になっ
た今もしばしば…（笑）家族で出掛けた時の、そんな様子を描いたようです。

和歌山　静子（わかやま　しずこ）
1940 年京都市生まれ。武蔵野美術大学デザイン科卒業。児童出版美術家連盟所属。
寺村輝夫氏の『ぼくは王様』をはじめとする「王様シリーズ」など、挿絵、絵本、デザイ
ンで活躍。1980 年　『あいうえ王さま』（理論社）で絵本にっぽん大賞受賞。1982 年『お
おきなちいさいぞう」（文研出版）で講談社出版文化賞絵本部門受賞。『しっこっこ（でき
るよできる）』（偕成社）『てんてんてん』『ひまわり』（福音館書店）など作品多数。

三上　峰代 ( みかみ　みねよ )
1940 年生まれ。1965 年千葉工業大学卒業。1965 ～ 1997 年昭和電工㈱勤務。技術者として活躍。
1998 年～ボランティア団体リリーフクラブにて高齢者支援に携わった後、2004 年「みなみ・おもちゃ
病院」を開設。現在、常時受付可能な 2 か所を含む 10 か所でおもちゃ病院を開催。2005 年より
姉妹グループ：木の遊具工房「木馬」にて、木の質感にこだわったおもちゃの制作なども手掛けている。

絵
本
に
「
い
の
ち
の
輝
き
」
と

「
平
和
の
願
い
」
を
こ
め
て

お
も
ち
ゃ
修
理
を
通
し
て
、「
大
切
に
す

る
心
」
と「
三
世
代
交
流
の
場
」を

絵
本
作
家　
　
　

和
歌
山
静
子
さ
ん

お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー　
　

三
上
峰
代
さ
ん

寺
村
輝
夫
さ
ん
の
「
王
さ
ま
」
シ
リ
ー
ズ
を
は
じ

め
、
様
々
な
絵
本
作
り
を
手
掛
け
、「
ア
ジ
ア
絵

本
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
で
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
和
歌

山
静
子
さ
ん
の
、
絵
本
に
か
け
る
思
い
と
は
。

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
、
ど
う
し
て
い
ま
す
か
？ 

そ
の
ま

ま
放
置
…
な
ん
て
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

お
も
ち

や
ド
ク
タ
ー
の
三
上
峰
代
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

　

私
は
武
蔵
野
美
術
学
校
（
現
武
蔵
野

美
術
大
学
）
の
デ
ザ
イ
ン
科
を
卒
業
後
、

「
新
農
村
」
と
い
う
小
さ
な
雑
誌
に
書
い

た
表
紙
絵
が
寺
村
輝
夫
さ
ん
の
目
に
と

ま
り
、「
王
さ
ま
」
シ
リ
ー
ズ
の
挿
絵
を

引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
寺
村
さ
ん
の
ご
縁
で
堀
内
誠
一
さ

ん
の
元
で
働
か
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な

り
、
２
年
間
ほ
ど
商
業
広
告
の
世
界
に

も
身
を
置
き
ま
し
た
。
力
の
あ
る
人
た

ち
に
囲
ま
れ
、
本
当
に
面
白
い
時
代
で

し
た
。

　

で
も
そ
の
頃
、
福
音
館
の
松
居
直
さ

ん
に
、「
あ
な
た
は
も
っ
と
違
う
絵
が
か

け
ま
す
よ
」
と
言
わ
れ
、
30
代
は
「
私

の
絵
は
こ
れ
で
い
い
の
か
？
」
と
ず
っ

と
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
42
歳
で
子
ど
も
を
授
か
り
、

息
子
を
出
産
。
毎
日
声
を
だ
し
て
絵
本

を
読
み
聞
か
せ
る
う
ち
に
、「
う
ー
ん
、

や
っ
ぱ
り
絵
本
っ
て
文
章
だ
！
」
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
言
葉
は
ペ
ー

ジ
を
め
く
ら
せ
る
エ
ン
ジ
ン
。
そ
れ
に

気
づ
い
て
か
ら
は
悩
み
が
消
え
、「
自
分

の
言
葉
で
い
つ
か
絵
本
を
書
こ
う
」
と

い
う
目
標
を
も
ち
ま
し
た
。

　

私
は
定
年
退
職
後
、
高
齢
者
の
住
環

境
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

で
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
子
育
て

が
社
会
的
課
題
に
な
っ
て
き
た
の
で
、

な
に
か
子
ど
も
の
育
成
に
関
わ
り
た
い

と
思
い
、
２
年
の
勉
強
の
後
、
仲
間
と

と
も
に
「
み
な
み
・
お
も
ち
ゃ
病
院
」

を
開
設
し
ま
し
た
。

　

部
品
代
が
３
０
０
円
を
超
え
る
場
合

に
の
み
、
了
解
を
得
て
か
ら
修
理
し
て

代
金
を
い
た
だ
き
ま
す
が
、
一
番
壊
れ

や
す
い
モ
ー
タ
ー
や
ス
ピ
ー
カ
ー
は
安

価
な
の
で
、
ほ
と
ん
ど
無
償
の
範
囲
内

で
直
り
ま
す
。
メ
ー
カ
ー
に
お
も
ち
ゃ

の
修
理
を
頼
む
と
高
く
つ
き
ま
す
が
、

そ
の
大
き
な
部
分
を
占
め
る
の
は
輸
送

費
な
の
で
す
よ
。
大
事
な
お
も
ち
ゃ
で

も
修
理
費
が
高
い
と
な
か
な
か
頼
め
な

く
て
、
結
局
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
子
ど

も
に
「
も
の
を
大
切
に
す
る
心
」
が
育

た
た
な
く
な
る
。
本
当
は
直
る
こ
と
が

多
い
の
で
、
ぜ
ひ
近
く
の
お
も
ち
ゃ
病

院
を
利
用
し
て
、
お
も
ち
ゃ
を
大
事
に

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

使
い
捨
て
を
前
提
に
つ
く
ら
れ
た
安

価
な
も
の
や
、
ゲ
ー
ム
機
の
Ｉ
Ｃ
基
板

　

そ
し
て
、
初
め
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
作
っ

た
の
が
「
ぼ
く
の
は
な
し
」
と
い
う
絵
本
。

息
子
の
た
め
に
描
い
た
最
初
で
最
後
の
本

で
す
。
性
教
育
の
話
で
す
が
、
小
学
生
く

ら
い
の
子
ど
も
で
も
わ
か
る
内
容
で
す
。

息
子
の
影
響
を
う
け
な
が
ら
、
あ
ら
た
な

取
り
組
み
を
し
た
と
い
う
の
が
５
０
代
以

降
で
す
ね
。

　

子
ど
も
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
ら
き
っ
と

私
は
変
わ
れ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
子
ど
も

を
産
ん
だ
こ
と
が
私
の
転
機
な
の
で
す
。

　

日
本
・
中
国
・
韓
国
・
台
湾
の
４
カ

国
語
の
絵
本
を
集
め
た
小
さ
な
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
を
自
宅
に
つ
く
り
ま
し
た
。
絵

本
を
通
し
て
、
ア
ジ
ア
の
国
の
生
活
を

な
ど
海
外
生
産
品
で
部
品
の
調
達
が
難

し
い
も
の
は
修
理
で
き
な
い
こ
と
が
多

い
の
で
、
親
御
さ
ん
に
は
、「
修
理
で

き
る
」
お
も
ち
ゃ
を
選
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
「
飽
き
な
い
」
と
い
う
の
も
、

よ
い
お
も
ち
ゃ
の
条
件
で
す
ね
。「
触
っ

て
愛
着
を
も
て
る
」
も
の
で
あ
る
こ

と
、
そ
の
お
も
ち
ゃ
を
使
っ
て
ス
ト
ー

リ
ー
を
作
っ
て
遊
べ
る
「
想
像
力
を
育

む
」
も
の
で
あ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

ス
イ
ッ
チ
を
い
れ
た
ら
勝
手
に
動
く
お

も
ち
ゃ
は
、
最
初
は
目
を
引
き
ま
す
が
、

す
ぐ
に
飽
き
て
し
ま
い
ま
す
。
私
は
、

「
木
馬
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
で
木
製
お

も
ち
ゃ
の
製
作
も
し
て
い
ま
す
が
、
無

知
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
言
葉
の
違
い
を

視
覚
で
感
じ
て
興
味
を
も
っ
て
も
ら
っ

た
り
で
き
ま
す
。

　

で
も
、
こ
こ
は
た
だ
本
を
見
て
も
ら

う
だ
け
は
な
く
、
ア
ー
ト
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
お
話
し
会
、
紙
芝
居
な
ど

の
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
や
地

域
の
方
と
楽
し
く
交
流
す
る
場
で
も
あ

り
ま
す
。
活
動
し
て
い
て
、
ふ
と
気
づ

く
と
「
あ
ま
り
本
屋
さ
ん
で
は
見
か
け

な
い
絵
本
が
あ
る
な
ー
、
じ
ゃ
あ
読
ん

で
み
よ
う
か
な
」
と
手
に
と
っ
て
も
ら

え
た
ら
い
い
な
と
思
う
の
で
す
。

　

ま
た
、
韓
国
や
中
国
の
絵
本
作
家
と

交
流
し
、
た
だ
作
品
を
日
本
に
紹
介
す

る
だ
け
で
な
く
、
日
中
韓
で
戦
争
と
平

和
に
関
わ
る
本
を
共
に
作
っ
て
い
ま

す
。
と
て
も
重
い
テ
ー
マ
で
す
が
、
手

動
力
で
も
自
分
で
動
か
し
て
遊
ぶ
お
も

ち
ゃ
は
人
気
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
っ

て
、
気
に
入
っ
た
も
の
は
い
つ
ま
で
も

大
切
に
す
る
も
の
な
の
で
す
。
そ
う
い

う
お
も
ち
ゃ
を
見
き
わ
め
て
、
与
え
て

ほ
し
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
後
、
連
日
避
難
所

の
様
子
が
報
道
さ
れ
、
被
災
者
の
方

が
布
団
の
と
こ
ろ
に
座
り
、
ど
ん
ぶ

り
を
床
に
お
い
て
食
事
を
し
て
い
る
の

を
み
て
、
た
と
え
畳
二
畳
分
の
ス
ペ
ー

ス
で
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
テ
ー
ブ
ル
に

食
べ
物
や
小
物
を
の
せ
た
り
で
き
た

ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
に
は
「
ひ
ま
わ
り
」
と
い
う
作
品

が
あ
り
ま
す
。
太
い
線
で
描
か
れ
た
こ

の
作
品
を
見
る
と
、
太
陽
に
向
か
っ
て

の
び
や
か
に
成
長
し
、
最
後
に
種
と
な
っ

て
再
生
へ
の
道
筋
を
た
ど
る
、
ひ
ま
わ

り
の
生
命
力
の
強
さ
を
感
じ
て
い
た
だ

け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ

か
ら
、
和
歌
山
静
子
は
元
気
で
健
康
な

人
間
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
と
思
う
の
で

す
が
、
実
は
私
は
十
数
年
来
、
心
の
病
を

患
っ
て
い
ま
す
。
幸
い
お
医
者
様
に
恵

ま
れ
、
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
れ
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
病
気
や
悩
み
に
苦
し
ん
で

い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
私
の

作
品
を
読
ん
で
い
た
だ
き
、
元
気
に
な
っ

て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
心
が
弱
っ

て
い
る
方
に
、「
頑
張
れ
」
は
Ｎ
Ｇ
で
す

が
、
さ
り
げ
な
く
「
元
気
に
な
っ
て
ね
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
い
。

　

ま
た
、
こ
こ
、
ア
ジ
ア
絵
本
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
に
あ
る
絵
本
を
読
ん
だ
子
ど
も

た
ち
が
、
大
き
く
な
っ
て
、
海
外
の
人
と
、

お
互
い
に
「
あ
、
そ
れ
子
ど
も
の
と
き

読
ん
だ
」
と
い
う
話
に
な
っ
た
り
し
た

ら
素
敵
で
す
ね
。「
幼
い
こ
ろ
に
同
じ
絵

本
の
世
界
を
共
有
し
た
」
と
い
う
こ
と

が
わ
か
れ
ば
、
ぐ
っ
と
心
の
距
離
が
縮

ま
り
、「
友
達
と
は
戦
争
を
し
た
く
な
い
」

と
思
う
で
し
ょ
う
？

　

そ
う
や
っ
て
絵
本
と
い
う
形
を
と
お

し
て
、
子
ど
も
た
ち
や
い
ろ
い
ろ
な
国

の
人
た
ち
の
心
に
届
く
活
動
を
す
る
こ

と
、
そ
れ
は
す
べ
て
「
平
和
」
に
つ
な

が
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
長

年
絵
本
に
関
わ
っ
て
き
た
私
の
果
た

す
べ
き
使
命
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。

ら
、
そ
こ
が
生
活
の
中
心
に
な
っ
て
気

持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
た
ち
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
仲
間
と

一
緒
に
折
り
畳
み
式
の
無
垢
材
の
ミ
ニ

テ
ー
ブ
ル
20
台
と
カ
エ
ル
の
親
子
の
組

み
木
人
形
33
組
を
製
作
し
、
５
月
に
自

家
用
車
で
福
島
県
い
わ
き
市
を
目
指
し

ま
し
た
。
最
初
に
訪
問
し
た
四
倉
高
校

避
難
所
で
快
く
全
て
受
け
取
っ
て
い
た

だ
き
、
体
育
館
の
一
角
で
組
み
木
人
形

の
仕
上
げ
加
工
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
行

い
、
色
々
お
話
も
伺
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
行
く
ま
で
は
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、
前
向
き
に
行
動
し
て
本
当
に
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
の
仕
事
は
、
お
子

さ
ん
の
「
物
を
大
切
に
す
る
心
」
を
育
む

こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
三
世
代
交
流
の
場

所
づ
く
り
と
い
う
意
義
も
あ
り
ま
す
。
最

近
は
高
齢
者
と
子
ど
も
が
同
じ
場
所
に
い

る
機
会
自
体
減
っ
て
い
ま
す
が
、
お
も

ち
ゃ
修
理
を
通
し
て
若
干
で
も
心
の
交
流

が
も
て
た
ら
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
ひ
い

て
は
「
高
齢
者
の
社
会
の
構
成
員
と
し
て

の
立
場
」
を
維
持
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
思
う
の
で
す
。

　

夜
、
寝
る
と
き
に
「
明
日
は
何
を
や
ろ

う
か
な
」
と
考
え
て
、
な
ん
に
も
思
い
つ

か
な
い
こ
と
ほ
ど
不
幸
な
こ
と
は
な
い
。

他
者
の
た
め
に
と
い
う
思
い
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
そ
れ
以
前
に
、
高
齢
者
自
身
が

こ
の
社
会
の
一
員
と
し
て
な
に
か
役
に

立
っ
て
い
る
と
い
う
実
感
で
き
る
場
を
つ

く
ろ
う
と
い
う
の
が
私
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
考
え
方
の
基
本
に
あ
る
の
で
す
。

　

気
負
わ
ず
、「
楽
し
く
う
れ
し
い
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
け

た
ら
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
メ
ッ
セ
ー
ジ

自
分
ら
し
い
絵
を
探
し
つ
づ
け
て

「
よ
い
お
も
ち
ゃ
」
と
は
何
か

子
ど
も
・
地
域
・
ア
ジ
ア
と
つ
な
が
る

絵
本
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

案
ず
る
よ
り
産
む
が
易
し
！

で
き
る
こ
と
で
被
災
地
支
援

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
メ
ッ
セ
ー
ジ
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タイトル：カニでも家族
ニックネーム：イブキ （5 歳 1 か月）  
コメント：家族みんなのカニを描いてくれました。

大橋　マキ（おおはし　まき）
2001 年、フジテレビアナウンサーを退職後、英国に留学。植物療法を学ぶ。IFA 認定アロマセラピ
スト。7 年間、アロマセラピストとして病院で活動後、現在はオリジナルブレンドアロマ「aromamora」
をプロデュース。アロマ空間デザイナーとして、イベント、コンサート、ショップなどで、香りのある
空間づくりに取り組むほか、チャリティー活動にも力を入れている。2011 年 12 月に第 2 子が誕生予
定（取材時）。

葉
山
で
学
ん
だ

「
子
育
て
は
お
た
が
い
さ
ま
！
」

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
　
　

大
橋
マ
キ
さ
ん

フ
ジ
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
か
ら
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ

ス
ト
に
転
身
し
た
大
橋
マ
キ
さ
ん
に
聞
く
、
ア
ロ

マ
へ
の
思
い
や
葉
山
で
の
子
育
て

　

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
時
代
に
取
材
で
ア
ロ
マ

セ
ラ
ピ
ー
に
出
会
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど

忙
し
さ
の
あ
ま
り
、
伝
え
手
と
し
て
の
原

点
で
あ
る
べ
き
「
伝
え
た
い
こ
と
」
を
見

失
い
、
こ
れ
で
は
誰
か
の
心
を
動
か
す
こ

と
な
ど
で
き
な
い
と
悩
ん
で
い
る
と
き
で

し
た
。
自
分
の
心
と
体
が
動
か
さ
れ
る
体

験
に
衝
撃
を
受
け
、す
ぐ
に
勉
強
を
始
め
、

そ
れ
が
高
じ
て
退
職
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
で

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
資
格
を
と
る
こ
と

に
。
取
得
後
、
帰
国
し
て
か
ら
７
年
間
滞

在
型
の
高
齢
者
の
た
め
の
病
院
で
活
動
し

ま
し
た
。

　

セ
ラ
ピ
ス
ト
は
医
者
で
は
な
い
の

で
、
対
象
者
の
情
報
が
ほ
と
ん
ど
な
い

上
、
言
葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
で
き
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、

ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
し
て
、
話
し
か
け

て
、
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、
粉
を
吹
い

て
い
た
お
肌
が
ツ
ル
ツ
ル
に
な
っ
た
り
、

失
語
症
の
方
が
ポ
ツ
ッ
と
話
し
は
じ
め

た
り
、
変
化
が
起
こ
る
の
で
す
。
ま
た
、

そ
の
方
の
過
去
の
思
い
出
や
経
歴
が
透

け
て
み
え
る
瞬
間
も
あ
り
、
な
ん
と
も

い
え
な
い
喜
び
が
あ
り
ま
し
た
。「
言
葉

に
し
て
伝
え
る
」
の
で
は
な
い
、
別
な

形
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
と

い
う
も
の
が
あ
る
の
で
す
よ
ね
。
ず
っ

と
自
分
の
中
に
あ
っ
た
「
伝
え
た
い
」

と
い
う
思
い
が
、
ま
っ
た
く
別
の
形
で

満
た
さ
れ
た
の
で
す
。
し
か
も
相
互
に

「
伝
え
あ
う
」
形
で
。
自
分
自
身
、
ど
ん

な
に
疲
れ
て
い
て
も
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト

を
す
る
と
代
謝
が
す
ご
く
よ
く
な
り
、

元
気
に
な
る
ん
で
す
よ
。
ア
ロ
マ
の
効

果
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
や
っ

ぱ
り
心
が
通
う
瞬
間
に
い
た
だ
く
も
の

が
大
き
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

娘
が
生
ま
れ
る
前
に
ア
ロ
マ
セ
ラ

ピ
ー
の
仕
事
を
通
じ
て
、
心
や
体
で
感

じ
た
り
、
味
わ
っ
た
り
と
い
う
こ
と
を

大
事
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

娘
に
会
え
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
実
感

し
て
い
ま
す
。

　

葉
山
は
、
海
も
山
も
近
く
て
、
お
お
ら

か
に
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
方
が
多
く
、

独
特
の
「
葉
山
時
間
」
が
流
れ
て
い
る
気

が
し
ま
す
。
子
ど
も
に
と
っ
て
も
、
自
然

が
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
い
い
環
境
で
す
よ
ね
。

　

今
、
地
元
の
親
子
を
対
象
に
し
た
、「
海

の
よ
う
ち
え
ん
」
と
い
う
、
自
然
の
中
で

自
由
な
創
造
力
を
の
ば
す
こ
と
を
目
的
に

し
た
活
動
を
仲
間
と
家
族
ぐ
る
み
で
し
て

い
ま
す
。
学
校
と
家
以
外
の
子
ど
も
の
居

場
所
が
減
っ
て
い
る
現
在
、「
い
つ
も
の

仲
間
が
い
る
居
場
所
」
を
つ
く
り
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　
「
お
た
が
い
さ
ま
」
と
い
う
言
葉
が

好
き
で
す
。
本
当
に
一
人
で
は
子
ど
も

は
育
て
ら
れ
て
な
い
。
地
域
で
、
み
ん

な
で
子
育
て
す
る
と
い
う
気
持
ち
、
そ

う
い
う
ゆ
と
り
が
大
事
で
す
よ
ね
。

今
、
娘
は
保
育
園
に
通
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
働
い
て
い
る
マ
マ
同
士
だ
か
ら
、

誰
か
が
困
っ
て
い
る
と
き
に
役
に
立
て

る
の
が
、
お
互
い
本
当
に
う
れ
し
い
。

た
ま
た
ま
そ
れ
が
役
に
立
て
る
タ
イ
ミ

ン
グ
じ
ゃ
な
い
と
、
何
と
か
し
て
あ
げ

た
い
気
持
ち
が
あ
っ
て
も
で
き
な
い
で

す
か
ら
。
た
と
え
ば
、
わ
が
家
が
海
に

行
く
と
き
に
「
一
緒
に
連
れ
て
行
く
よ
」

と
他
の
マ
マ
に
声
を
か
け
ま
す
よ
ね
。

「
あ
り
が
と
う
！
」
と
言
っ
て
く
れ
ま

す
が
、
海
は
危
な
い
場
所
で
も
あ
る
の

で
、
信
頼
し
て
く
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ

預
け
て
く
れ
る
の
も
わ
か
る
。
お
互
い

の
思
い
や
り
の
上
で
の
「
頼
る
の
も
お

た
が
い
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
も
お
た
が

い
さ
ま
」。
そ
う
い
う
関
係
が
す
ご
く

好
き
で
す
。

　

他
に
も
、
園
で
お
な
じ
ク
ラ
ス
の
お

子
さ
ん
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
出
産
の

と
き
に
は
、
娘
を
預
か
る
よ
と
声
を
か

け
て
く
れ
ま
し
た
。
ご
自
分
も
仕
事
が

あ
る
の
に
、「
困
っ
た
と
き
は
お
た
が
い

さ
ま
だ
か
ら
大
丈
夫
！
」
っ
て
ね
。
み

な
さ
ん
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
生
活

を
楽
し
ん
で
い
る
こ
の
地
域
に
支
え
ら

れ
て
、
子
育
て
が
で
き
る
幸
せ
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
こ
葉
山
か
ら
、「
お

た
が
い
さ
ま
」
の
心
で
、
自
分
が
ア
ロ

マ
を
通
じ
て
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
発

信
し
、
伝
え
あ
っ
て
い
け
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
メ
ッ
セ
ー
ジ

葉
山
で
の
自
然
な
子
育
て

「
伝
え
た
い
」
か
ら
広
が
っ
た
世
界
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防
災
特
集

子
ど
も
と
一
緒
に

「
い
ざ
」に
備
え
よ
う

首
都
直
下
型
な
ど
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
級
の
地
震
が
南
関
東
で
発
生
す
る
確
率
が
高
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
き
る
こ
と
か
ら
今
す
ぐ
に
、
減
災
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ち
さ
ん
ぽ
の
ス
ス
メ

備
え
の
ス
ス
メ

み
な
さ
ん
は
自
分
の
住
む
町
を
ど
れ
く
ら
い
知
っ
て
い
ま
す
か
？
「
い
ざ
」
と
い
う
時
は
遠

く
の
親
戚
よ
り
近
く
の
他
人
。
近
所
の
こ
と
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
と
て
も
大
事
で
す
ね
。

今
は
ま
だ
親
子
で
行
動
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
い
ず
れ
子
ど
も
は
一
人
で
町
を
出
歩
く

よ
う
に
な
る
も
の
。
防
災
だ
け
で
な
く
防
犯
の
観
点
か
ら
も
自
分
の
住
む
町
を
知
っ
て
お
く

こ
と
は
大
切
で
す
。

東
日
本
大
震
災
発
生
直
後
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
食
料
品
や
日
用
品
が
品
薄
に
な
り

購
入
が
難
し
く
、
備
蓄
の
大
切
さ
を
感
じ
た
方
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が

自
分
で
備
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

子
連
れ
で

「
ま
ち
さ
ん
ぽ
」

感
想

緊
急
事
態
か
ら
復
旧
す
る
ま
で
の

生
活
を
支
え
る
た
め
の
備
蓄
も
必

要
！
非
常
用
備
蓄
の
コ
ツ

減
災
の
基
本
！

我
が
家
の
安
全
対
策

「
ま
ち
さ
ん
ぽ
」
持
ち
物
リ
ス
ト

参
加
し
た
家
族
の
感
想

協
力
し
た
消
防
署
の
コ
メ
ン
ト

自
宅
建
物
が
火
災
や
倒
壊
の
危
険

に
！ 

避
難
場
所
へ
避
難
す
る
際
に

必
要
な
非
常
持
出
袋
を
準
備

　

横
浜
市
南
区
の
中
里
三
丁
目
町
内
会

で
は
家
庭
防
災
員
（
＊
）
の
自
主
活
動

の
1
つ
と
し
て
、
家
族
で
参
加
で
き
る

「
中
里
ま
ち
さ
ん
ぽ
・
防
災
ウ
ォ
ー
ク
」

を
開
催
。
2
歳
～
小
学
5
年
生
の
子

ど
も
た
ち
12
人
と
大
人
20
人
が
参
加
し

て
町
内
会
を
1
時
間
半
か
け
て
歩
い
て

み
ま
し
た
。

　

・
地
図
・
ペ
ン
・
飲
み
物
・
タ
オ
ル
・

ス
ニ
ー
カ
ー
・
帽
子
な
ど

　

＊
グ
ル
ー
プ
で
開
催
す
る
と
き
は
バ

ン
ダ
ナ
な
ど
目
印
が
あ
る
と
い
い
で
す
。

　

1
日
分
で
も
想
像
以
上
の
重
量
で
し

た
。
な
る
べ
く
軽
く
て
コ
ン
パ
ク
ト
な

防
災
グ
ッ
ズ
を
選
ぶ
よ
う
に
す
る
と
い

い
か
も
。
子
ど
も
の
年
齢
に
応
じ
て
必

要
な
も
の
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
マ
メ

に
持
出
袋
の
中
身
を
見
直
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

あ
れ
も
こ
れ
も
と
欲
張
る
と
い
ざ
と

い
う
時
に
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
可

能
性
大
。
な
く
て
も
な
ら
い
も
の
を

優
先
し
て
、
必
要
な
も
の
は
何
か
を

再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

大
き
な
お
子
さ
ん
な
ら
ポ
ケ
ッ
ト
が

た
く
さ
ん
つ
い
た
ア
ウ
ト
ド
ア
ベ
ス
ト

が
あ
る
と
、
必
要
な
も
の
を
ポ
ケ
ッ
ト

に
詰
め
込
ん
で
、
い
ざ
と
い
う
時
に
着

せ
て
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
名
前

も
書
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

備
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
わ

か
っ
て
い
て
も
、
実
際
の
と
こ
ろ
置
き

場
所
は
な
い
し
、
食
べ
物
は
賞
味
期
限

も
気
に
な
る
…
。

　

そ
こ
で
普
段
食
べ
慣
れ
て
い
る
も
の

を
備
蓄
用
の
食
材
と
し
て
考
え
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
し
ょ

う
ゆ
せ
ん
べ
い
。
い
つ
も
の
お
や
つ
と

し
て
も
食
べ
れ
ら
れ
る
の
で
常
に
新
し

い
も
の
と
入
れ
替
え
が
で
き
賞
味
期
限

を
気
に
す
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
常
に
あ
る
程
度
の
食
材
を
冷

蔵
庫
に
入
れ
て
お
け
ば
い
ざ
と
い
う

時
に
役
立
ち
ま
す
。
水
の
備
蓄
に
は

5
0
0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
買
っ
て
お
く
の
が
お
す
す
め
。
い

つ
も
の
お
出
か
け
に
持
っ
て
行
っ
て
、

新
し
い
も
の
と
入
れ
替
え
れ
ば
賞
味
期

限
を
気
に
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

（
横
浜
市
神
奈
川
消
防
署
長
荒
卷
照
和

さ
ん
）

　

家
の
中
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
た
め
に
、
家
具
の
転
倒
・
落
下
防
止

対
策
も
忘
れ
な
い
で
。
固
定
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
家
具
や
家
電
製
品
の
置

き
か
た
や
置
く
場
所
を
見
直
す
こ
と
も

大
切
。
ま
た
家
自
体
の
耐
震
化
も
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
中
里
ま
ち
さ
ん
ぽ
・
防
災
ウ
ォ
ー
ク
」

は
地
域
の
老
若
男
女
が
和
気
あ
い
あ
い

と
、
楽
し
く
防
災
に
つ
い
て
学
ぶ
イ
ベ

ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。「
ボ
ク
、
何
て
い

う
名
前
？
」「
こ
こ
は
、
危
な
い
か
ら
お

ば
ち
ゃ
ん
と
手
を
繋
い
で
歩
こ
う
ね
！
」

こ
ん
な
会
話
を
し
な
が
ら
み
ん
な
で
過

ご
す
時
間
は
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て
、

と
て
も
貴
重
な
時
間
に
な
り
ま
す
。
何

年
か
し
て
、子
ど
も
が
成
長
す
れ
ば
、「
お

ば
ち
ゃ
ん
、
こ
こ
は
危
な
い
か
ら
ボ
ク

が
手
を
ひ
い
て
あ
げ
る
よ
…
。」
に
な
る

は
ず
で
す
。
こ
れ
は
、
避
難
所
で
の
高

齢
者
の
孤
独
死
を
防
ぐ
こ
と
や
防
犯
対

　
「
3
日
分
の
水
と
食
料
を
家
庭
で
備

え
る
」
と
は
い
う
も
の
の
、
子
ど
も
を

連
れ
て
の
避
難
で
は
と
て
も
そ
れ
だ
け

の
量
を
持
ち
出
す
の
は
大
変
。
実
際
に

持
ち
出
せ
る
の
は
ど
れ
く
ら
い
か
試
し

て
み
ま
し
た
。

*

家
庭
防
災
員･･･

自
助
・
共
助
・
公
助
の

視
点
に
立
ち
、
自
助
か
ら
始
ま
り
地
域
防
災

の
担
い
手
に
も
つ
な
げ
る
研
修
制
度
と
し

て
、
横
浜
市
の
安
全
及
び
安
心
に
資
す
る
た

め
、
一
人
で
も
多
く
の
市
民
が
防
火
・
防
災

に
関
し
、
必
要
な
知
識
及
び
技
術
を
身
に
付

け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
。

食べ物はカンパンの
他に子どもが大好き
なビスケットも入れ
ておこうかな。

リュックとママバッグに
それぞれ詰めて。子ども
のものはすぐ出せるよう
にママバッグへ。

リュックを背負ってママバッグを肩
にかけて、そして子どもを抱っこし
て…これくらいの量が限界かも。

まずは 1 日分だとしたら
これくらいかなぁ。

参加した鈴木さん一家

和奏ちゃん 2 歳 0 か月とママ

オムツ

手回し充電
ラジオライト

携帯トイレ

油性マジック・
ガムテープ

ブランケット

策
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。「
防
災
の
備

え
」
で
、
物
質
的
な
こ
と
よ
り
も
難
し

い
の
が
「
と
な
り
近
所
の
助
け
合
い
」。

地
域
の
防
災
訓
練
は
、
ご
近
所
の
方
と

知
り
合
え
る
良
い
チ
ャ
ン
ス
！
と
思
っ

て
、
ぜ
ひ
ご
家
族
全
員
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。（
横
浜
市
南
消
防
署
予
防
課

予
防
係
松
永
ゆ
り
さ
ん
）

　
［
マ
マ
］
子
ど
も
3
人
と
参
加
し
ま

し
た
。
周
り
の
方
に
子
ど
も
の
手
を

取
っ
て
も
ら
っ
た
り
助
け
ら
れ
っ
ぱ
な

し
で
し
た
が
、
地
域
に
ど
ん
な
方
が
住

ん
で
い
る
の
か
わ
か
り
、
顔
見
知
り
に

な
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
の
存
在
も
知
っ

て
も
ら
え
て
、
災
害
時
だ
け
で
な
く
て

も
知
っ
て
い
る
顔
の
大
人
が
地
域
に
い

る
こ
と
が
子
ど
も
た
ち
の
安
心
に
も
つ

な
が
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
［
パ
パ
］
今
回
は
参
加
で
き
な
か
っ
た

の
で
子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
も
ら
い
な

が
ら
「
ま
ち
さ
ん
ぽ
」
し
て
み
よ
う
と

思
い
ま
す
。

（（

））

手をつないで仲良くさんぽ

備蓄庫の場所をみんなで確認
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つくってみよう！

わが家の防災力シート

家族の写真を貼る
はぐれてしまった場合に

写真は有効な捜索ツールです。

わが家のデータ

緊急通信

緊急連絡先 避難場所

名前 生年月日 血液型

名前

避難場所

めじるし

避難場所

職場の連絡先

園・学校の連絡先

めじるし

電話番号 メールアドレス

名称 連絡先

自宅にいるとき

職場にいるとき

避難場所

めじるし

集合場所
(わが家に戻れないとき )

めじるし

連絡のとり方

アレルギー・持病・常備薬など

幼稚園・保育園・その他にいるとき

家族との連絡方法

遠くの親戚・知人など

近くの頼れる人

かかりつけ医

医療データ

年　　月　　日 RH　　　  型

年　　月　　日 RH　　　  型

年　　月　　日 RH　　　  型

年　　月　　日 RH　　　  型

年　　月　　日 RH　　　  型

年　　月　　日

年　　月　　日

RH　　　  型

RH　　　  型

参考：『わたしの防災力シート』[( 公財）横浜市男女共同参画推進協会 )

災害用ダイヤル １７１
毎月1日及び防災週間・防災とボランティア週間にお試し利用できます。

携帯電話「災害用伝言板」

加入している携帯電話各社の伝言板サービスを確認しましょう。
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